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平平成成 3300 年年度度  

公公益益社社団団法法人人青青森森県県老老人人福福祉祉協協会会  

事事  業業  報報  告告  

 
□□法法人人のの概概要要  
  
１１【【設設立立年年月月日日】】  
   平成２４年４月１日 
 
２２【【主主たたるる事事務務所所のの状状況況】】  
   住所 〒030-0822 青森市中央三丁目２０番３０号 県民福祉プラザ内 
    TEL 017-731-3755 FAX 017-731-3756 
 
３３【【定定款款にに定定めめるる目目的的】】  
   この法人は、老人福祉の発展を図るため、老人福祉事業に関する調査研究及び研修を行い、も

って地域老人福祉の発展に寄与することを目的とする。 
 
４４【【認認定定法法のの公公益益目目的的事事業業】】  
     高齢者の福祉の増進を目的とする事業  
  
５５【【定定款款にに定定めめるる事事業業内内容容】】  
（１）老人福祉事業の運営に関する調査・研究及び研修の実施 
（２）老人介護に関する調査・研究及び研修の実施 
（３）会員の福利厚生に関する事業 
（４）老人福祉に関する情報提供 
（５）関係機関、関係団体等との連絡調整 
（６）地区老人福祉協会活動の支援及び助言 
（７）認知症介護研修事業 
（８）地域密着型サービス外部評価事業 
（９）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 
 
６６【【所所管管官官庁庁にに関関すするる事事項項】】  
   所管官庁：青森県 
 
７７【【会会員員のの状状況況】】  
   平成 31 年 3 月 31 日現在 
   □正会員  １６１施設・事業所   
   □賛助会員 ５４企業 
   ※新規正会員加入 4 施設 
    ①八戸市  地域密着型特別養護老人ホーム瑞光園ハイツ白銀台 
    ②大間町  特別養護老人ホームしおさい岬 
    ③中泊町  特別養護老人ホーム幸 
    ④中泊町  ユニット型特別養護老人ホームきりん館 
  
８８【【役役員員等等にに関関すするる事事項項】】  
（１）役員の任期 
   役員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する通常総会の終結

の時までとする。 
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（２）役員数（定款第２０条） 
        理事 １６名以上１８名以内 
    監事 ２名以内 
 
（３）役員名簿（敬称略） 

平成 31 年 3 月 31 日現在 
役 職 氏 名 所属先 常勤・非常勤 

1 会長 齊藤 淳 特別養護老人ホーム三沢老人ホーム 非常勤 
2 副会長 棟方 光秀 特別養護老人ホーム鶴松園 非常勤 
3 副会長 三上 貴生 特別養護老人ホームおうよう園 非常勤 
4 副会長 長谷川 俊行 養護老人ホーム釜臥荘 非常勤 
5 副会長 中村 学 特別養護老人ホーム鶴ヶ丘苑 非常勤 
6 副会長 木村 勝明 特別養護老人ホームほっとハウス 非常勤 
7 理事 斎藤 優子 特別養護老人ホームつるがさか 非常勤 
8 理事 鷹架 剛 特別養護老人ホーム大野和幸園 非常勤 
9 理事 成田 和博 特別養護老人ホーム緑青園 非常勤 
10 理事 中村 公生 黒石特別養護老人ホーム 非常勤 
11 理事 中谷 美由紀 特別養護老人ホーム福寿草インスプリング 非常勤 
12 理事 澤口 公孝 特別養護老人ホーム光葉園 非常勤 
13 理事 成田 英世 特別養護老人ホーム桑寿園 非常勤 
14 理事 飛嶋 献 特別養護老人ホームあかね荘 非常勤 
15 理事 野田 博之 特別養護老人ホームなのはな苑 非常勤 
16 理事 盛田 薫 特別養護老人ホーム美土里荘 非常勤 
17 理事 布施 俊藏 特別養護老人ホームせせらぎ荘 非常勤 
18 理事 川上 俊雄 特別養護老人ホーム能舞の里 非常勤 
1 監事 内田 真理子 辻・本郷税理士法人 非常勤 
2 監事 石戸 大 石戸社会保険労務士事務所 非常勤 
 
９９【【委委員員会会のの状状況況】】  
   □総務委員会   ８名 

□事業推進委員会 ８名 
□研修委員会   ８名 
□21 世紀委員会 １２名 

 
1100【【部部会会のの状状況況】】  

 □特養部会        ６名      □軽費・ケアハウス部会  ５名 
 □グループホーム部会   ６名      □ケアマネ部会      ６名 

   □養護部会        ６名      □デイ部会        ６名 
   □ホームヘルパー部会   ６名      □小規模多機能部会    ６名 
 
1111【【職職員員にに関関すするる事事項項】】  
職 員 当期末 前期末 前期末比増減 
男性 2 名 正職員 2 名 2 名 正職員 2 名 0 名 
女性 4 名 正職員 2 名／嘱託職員 2 名 4 名 正職員 2名／嘱託職員 2名 0 名 
合計 6 名 正職員 4 名／嘱託職員 2 名 6 名 正職員 4名／嘱託職員 2名 0 名 
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1122【【届届出出にに関関すするる事事項項】】  
届出年月日 届出事項 提出先 

平成 30 年 6 月 14 日 事業報告等に係る提出書 青森県 
平成 31 年 3 月 19 日 事業計画等の提出書 青森県 
 
 
1133【【災災害害のの義義援援金金のの取取りりままととめめ】】  
平成 30 年 7 月豪雨災害並びに北海道胆振東部地震災害において、物資の調達、介護職員等人材の

派遣、支援金の提供等を推進するために受付を行い、全国老人福祉施設協議会へ下記のとおり送金し

た。 
（１）平成 30 年豪雨災害 

区 分 送金日 義援金 
第１回目 平成 30 年 8 月 31 日（金） 2,251,103 円 
第２回目 平成 30 年 9 月 20 日（木） 17,532 円 
第３回目 平成 30 年 10 月 16 日（火） 31,339 円 
第４回目 平成 30 年 12 月 25 日（金） 30,000 円 

合 計 2,329,974 円 
 
（２）北海道胆振東部地震災害 

区 分 送金日 義援金 
第１回目 平成 30 年 11 月 27 日（火） 1,100,340 円 

合 計 1,100,340 円 
 
 
14【後援名義使用の承認】 
 各関係機関・団体等の実施する事業について賛同し、後援名義使用の承認を実施した。 
№ 依頼先 事業名 実施期日 
1 青森県社会福祉協議会 福祉の仕事「あれこれ」出前講座 平成 30 年 4 月 1 日～31 年 3 月 31 日 

2 青森県社会福祉協議会 職場研修担当者研修会 平成 30 年 6 月 7 日・8 日 

3 青森県社会福祉協議会 「福祉の仕事相談フェア」 平成 30 年 7 月 7 日 

4 青森県社会福祉協議会 高校生対象福祉施設体験講習会 平成 30 年 7 月 25 日～8 月 4 日 

5 青森県社会福祉士会 ソーシャルワーカーデーinあおもり2018下北大会 平成 30 年 7 月 22 日 

6 青森県社会福祉協議会 青森県災害福祉支援チーム員登録時研修 平成 30 年 7 月 29 日・30 日 

7 ケア付き青森ねぶた実行委員会 第 23 回ケア付き青森ねぶた「じょっぱり隊」 平成 30 年 8 月 2 日・3 日 

8 認知症介護指導者ネットワーク 認知症介護指導者ネットワーク全国・東北ブロック

大会 in 青森 

平成 30 年 9 月 1 日 

9 青森県福祉施設士会 東北ブロックセミナー青森大会 平成 30 年 9 月 13 日・14 日 

10 青森県介護福祉士会 北海道・東北ブロック大会 平成 30 年 9 月 21 日・22 日 

11 青森県立中央病院 

緩和ケアセンター 

地元医師会、行政を交えた顔の見える多職種連携研

修会 

平成 30 年 9 月 22 日／10 月 6 日 

11 月 17 日 

12 青森県立中央病院 

緩和ケアセンター 

Living will に基づいた介護老人福祉施設におけ

る看取り教育 

平成 30 年 9 月 29 日 

13 津軽地区老人福祉協会 第 3 回津軽地区老人福祉協会「介護技術競技会」 平成 30 年 10 月 10 日 

14 青森県社会福祉協議会 高等学校・福祉養成校及び福祉施設との意見交換会 平成 30 年 11 月・12 月 
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15 青森グッド・トイ委員会 グッド・トイ 2018in ひろさき 平成 30 年 12 月 1 日・2 日 

16 青森県立中央病院 ご当地カフェ in あおもり 平成 30 年 12 月 15 日 

17 青森県社会福祉協議会 青森県災害福祉支援チーム員スキルアップ研修Ⅰ 平成 30 年 12 月 21 日～23 日 

18 青森県社会福祉協議会 経営者支援セミナー 平成 31 年 1 月 23 日・2 月 19 日 

19 青森県社会福祉協議会 福祉の仕事相談フェア 平成 31 年 2 月 9 日 

20 辻・本郷税理士法人 進化する社会福祉法人制度 平成 31 年 2 月 

21 青森市医師会 在宅医療多職種及び市民向け公開講座 平成 31 年 3 月 2 日 

22 青森市医師会 在宅医療多職種連携研修会 平成 31 年 3 月 23 日 

23 青森県社会福祉協議会 「保証人問題」を考えるセミナー 平成 31 年 3 月 27 日 

24 青森県社会福祉協議会 「みんなの居場所」地域の活動推進説明会 平成 31 年 4 月 11 日 

※事業名の年度省略 
  
1155【【関関係係機機関関及及びび団団体体へへのの出出席席】】  
 各関係機関及び団体からの依頼により各関係会議等へ出席した。 
№ 主催者 会議名 開催日 出席者 
1 全国老人福祉施設協議会 代議員総会 6 月 18 日、7 月 23 日 

12 月 20 日、3 月 22 日 
会長齊藤淳 
副会長棟方光秀 

2 全国老人福祉施設協議会 介護保険事業等運営委員会 随時 会長齊藤淳 
3 全国老人福祉施設協議会 総務・組織委員会 随時 副会長棟方光秀 
4 全国老人福祉施設協議会 指導監査対応室「全国担当者会議」 2 月 27 日 理事成田和博 
5 全国老人福祉施設協議会 大会・フォーラム委員会 随時 理事成田和博 
6 全国老人福祉施設協議会 介護保険事業等経営委員会養護部会 6 月 29 日、10 月 5 日 養護部会長山崎壮和 
7 青森県医師会 青森県長寿研究会 10 月 21 日 会長齊藤淳 
8 青森県医師会 青森県医療介護連携介護職員養成連

絡協議会 
3 月 20 日 副会長中村学 

9 全日病青森 青森県訪問看護推進協議会 1 月 25 日 会長齊藤淳 
10 青森県国民健康保険団体連

合会 
介護給付費審査委員会 毎月 会長齊藤淳 

11 青森県健康福祉政策課 青森県保健・医療・福祉包括ケアシ

ステム推進協議会 
3 月 10 日 副会長棟方光秀 

12 青森県がん・生活習慣病対

策課 
青森県脳卒中対策協議会 2 月 14 日 副会長中村学 

13 青森県高齢福祉保険課 青森県介護サービス事業所認定評価

制度推進委員会 
5 月 24 日、9 月 14 日 
2 月 12 日 

会長齊藤淳 

14 
 

青森県高齢福祉保険課 あおもり高齢者すこやか自立プラン

推進協議会 
7 月 10 日、3 月 19 日 会長齊藤淳 

15 青森県高齢福祉保険課及び 
介護労働安定センター 

「福祉人材確保推進協議会」「青森県

福祉・介護人材確保定着グランドデ

ザイン推進会議」及び「青森県介護

労働懇談会」 

8 月 30 日、2 月 18 日 会長齊藤淳 

16 青森県高齢福祉保険課 青森県認知症施策推進協議会 10 月 29 日、3 月 20 日 理事成田和博 
17 青森県高齢福祉保険課 喀痰吸引等実施委員会 4 月 24 日、9 月 5 日、 

10 月 24 日 
事務局長前田覚 

18 青森県社会福祉協議会 評議員会 6 月 22 日、12 月 14 日、 
3 月 20 日 

会長齊藤淳 

19 青森県社会福祉協議会 青森県福祉人材センター運営委員会 8 月 29 日、2 月 28 日 副会長中村学 
20 青森県介護支援専門員協会 理事会 5 月 28 日、3 月 28 日 理事中村公生 
21 青森県立中央病院 拡大緩和ケア委員会 9 月 19 日、11 月 19 日 副会長中村学 
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1166【【事事業業区区分分一一覧覧】】  
    法人の事業は、下記の項目が基本である。 

事事業業のの区区分分  事事業業番番号号  事事業業のの内内容容  当当該該事事業業比比率率  
公益目的事業 公１ 高齢者の福祉サービスの質の向上に関する事業 85.1% 

計 85.1% 
収益事業等  
 収益事業  該当なし  
 その他の事業 他１ 功労者表彰事業 0.6% 
 その他の事業 他２ 老人福祉事業の運営に関する調査・研究及び研修事業 8.0% 
 その他の事業 他３ 地区老人福祉協会助成事業 0.3% 
  共通 共通としての収益事業等  

計 8.9% 
法人事業 総会・理事会・委員会・部会等 6.0% 

全体合計 100.0% 
※公益認定法に規定する認定基準の公益目的事業比率が 100 分の 50 以上である。 
   
【【事事業業体体系系図図】】  

■■公公益益目目的的事事業業    公公１１  高高齢齢者者のの福福祉祉ササーービビススのの質質のの向向上上にに関関すするる事事業業    

（（１１））自自主主事事業業  

①新任職員研修会（5月 28 日） 

②介護福祉士ファーストステップ研修会（5月 26 日～1月 18 日） 

③デイサービスセンター職員スキルアップ研修会（6月 30 日） 

④相談業務に関わる研修会（6月 8日） 

⑤在宅ケアセミナー（8月 23 日） 

⑥認知症タイプ別ケア研修会（11 月 2日） 

⑦介護記録研修会（11 月 30 日） 

⑧介護技術レベルアップ研修会（11 月 12 日） 

⑨リスクマネジメント研修会（10 月 1日） 

⑩ユマニチュード®（3月 1 日） 

⑪小規模多機能型居宅介護研修会（7月 31 日） 

⑫養護老人ホーム職員研修会（6月 11 日・9月 19 日） 

⑬施設内ケアマネ研修会（10 月 9日） 

⑭介護の魅力発信サポーター事業（学校訪問等随時） 

（（２２））委委託託事事業業  

①喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）基本研修（6月 27 日～7 月 29 日間の 10 日間） 

②喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）医療的ケア履修者演習前講座（7月 2日） 

            ③喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）認定特定行為業務従事者実地研修前講座・演習 

               （8 月 25 日） 

④青森県新介護職員応援イベント開催事業（11 月 5日） 

⑤青森県介護サービス事業所認証評価制度広報等業務 

（（３３））補補助助事事業業  

①階層別研修 

・初任者のためのソーシャルスキルアップ研修（7月 3 日・7月 4日） 

・中堅職員のためのスキルアップ研修 コース 1（12 月 6日）／コース 2（12 月 7日） 

・管理者・リーダーのためのステップアップ研修（11 月 7日／12 月 5日） 
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            ②チームワーク強化支援事業 

・チームワーク向上プログラム出前講座 

（6月 6日、14 日、8月 17 日、11 月 21 日、11 月 27 日） 

・チームビルディングファシリテーター養成研修（8月 29 日） 

・チームビルディングファシリテーターフォローアップ研修（8月 30 日） 

③認知症ケアのための多職種連携研修（9月 28 日、2 月 1日・8日） 

④介護職の魅力発信事業 

（あおもり介護の魅力発信フェスティバル 10 月 28 日他、団体主催イベントへの参加） 

⑤訪問介護サービス提供責任者研修（12 月 11 日・1 月 18 日） 

⑥新採用介護職員人材育成・定着支援事業：メンター育成研修（8月 1日・10 月 19 日） 

（（４４））指指定定事事業業・・そそのの他他委委託託事事業業  

①地域密着型サービス外部評価事業（訪問調査／142 事業所実施）  

 ②認知症介護実践研修 実践者研修／5会場（6日間） 

            ③認知症介護実践研修 実践リーダー研修（11 日間） 

            ④認知症対応型サービス事業開設者研修（6月 19 日・20 日） 

⑤認知症介護基礎研修／3会場（6月 15 日・26 日・7月 13 日） 

            ⑥認知症対応型サービス事業管理者研修／2会場（10 月 22 日・23 日／11 月 8日・9日） 

⑦小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修（11 月 28 日・29 日） 

 

 

■収益事業等 

 １収益事業――――――該当なし 

２その他の事業  

他１ 功労者表彰事業  

             ①表彰関係  勤続 15 年以上及び役職員等に対する功労 

 

        他２ 老人福祉事業の運営に関する調査・研究及び研修事業 

            ①青森県老人福祉施設大会（7月 19 日・20 日） 

②社会福祉法人向けセミナー（12 月 11 日・3月 13 日） 

③若手リ―ダーセミナー（2月 22 日） 

④全国老人福祉施設大会：北九州大会（11 月 20 日・21 日） 

⑤全国老人福祉施設研究会議：北海道会議（10 月 30 日・31 日） 

            ⑥東北ブロック事業 

・東北ブロック老人福祉施設大会：青森大会（5月 17 日・18 日） 

・東北ブロック老人福祉施設研究会：福島研究会（9月 13 日・14 日） 

             ・東北ブロックカントリーミーティング in 仙台（2 月 26 日・27 日） 

             ・東北ブロック老施協常任理事会及び理事会（随時） 

            ⑦その他 

 

他３ 地区老人福祉協会への事務費 
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■法人事業 

   法人内部の事業 ①総会：年２回（5月 18 日／3月 13 日） 

②理事会：年４回（4月 26 日／12 月 11 日／1月 24 日／2月 21 日） 

③正副会長会議：年１回（3月 13 日） 

④監査会：年１回（4月 13 日） 

⑤研修委員会：年１回（12 月 13 日） 

⑥総務委員会：年１回（1月 16 日） 

⑦事業推進委員会：年１回（11 月 13 日） 

⑧21 世紀委員会：年 1回（8 月 28 日） 

            ⑨部会等 

・軽費・ケアハウス部会及び関係者による情報交換会（7月 3日） 

・小規模多機能部会（9月 25 日） 

・養護部会（7月 20 日／11 月 16 日） 

・特養部会（10 月 15 日） 

・デイ部会（10 月 22 日） 

・グループホーム部会（10 月 17 日） 

・ヘルパー部会（10 月 31 日） 

・ケアマネ部会（9月 26 日） 

・養護老人ホーム施設長による情報交換会（7月 20 日／11 月 16 日） 

            ⑩青森県代議員選挙実行委員会（1月 31 日） 

            ⑪青森県代議員選挙（3月 13 日） 

            ⑫災害の義援金の取りまとめ（平成 30 年豪雨災害及び北海道胆振東部地震災害） 

            ⑬東北ブロック軽費老人ホーム施設長及び職員研究大会の共催（10 月 11 日・12 日） 

            ⑭各関係機関からの表彰関係の調査まとめ 

⑮各関係機関からの後援名義使用の承認 

⑯全国及びブロック、各関係機関との連絡調整及び出席 

⑰その他 
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全全体体ままととめめ  
  

主主なな事事業業内内容容  
受受講講者者数数

等等  
 
１１  公公益益目目的的事事業業  
■■高高齢齢者者のの福福祉祉ササーービビススのの質質のの向向上上にに関関すするる事事業業  
（（１１））自自主主事事業業  

①新任職員研修会（5月 28 日） 

②介護福祉士ファーストステップ研修会（5月 26 日～1月 18 日） 

③デイサービスセンター職員スキルアップ研修会（6月 30 日） 

④相談業務に関わる研修会（6月 8日） 

⑤在宅ケアセミナー（8月 23 日） 

⑥認知症タイプ別ケア研修会（11 月 2日） 

⑦介護記録研修会（11 月 30 日） 

⑧介護技術レベルアップ研修会（11 月 12 日） 

⑨リスクマネジメント研修会（10 月 1日） 

⑩ユマニチュード®（3月 1 日） 

⑪小規模多機能型居宅介護研修会（7月 31 日） 

⑫養護老人ホーム職員研修会（6月 11 日・9月 19 日） 

⑬施設内ケアマネ研修会（10 月 9日） 

⑭介護の魅力発信サポーター事業（学校訪問等随時） 

  

（（２２））委委託託事事業業  

①喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）基本研修（6月 27 日～7 月 29 日間の 10 日間） 

②喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）医療的ケア履修者演習前講座（7月 2日） 

③喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）認定特定行為業務従事者実地研修前講座・演習（8月 25 日） 

④青森県新介護職員応援イベント開催事業（11 月 5日） 

⑤青森県介護サービス事業所認証評価制度広報等業務 

 

（（３３））補補助助事事業業  

①階層別研修 

・初任者のためのソーシャルスキルアップ研修（7月 3 日・7月 4日） 

・中堅職員のためのスキルアップ研修 

コース 1（12 月 6日）／コース 2（12 月 7日） 

・管理者・リーダーのためのステップアップ研修（11 月 7日／12 月 5日） 

②チームワーク強化支援事業 

・チームワーク向上プログラム出前講座（6月 6日、14 日、8月 17 日、11 月 21 日、11 月 27 日） 

・チームビルディングファシリテーター養成研修（8月 29 日） 

・チームビルディングファシリテーターフォローアップ研修（8月 30 日） 

③認知症ケアのための多職種連携研修（9月 28 日、2 月 1日・8日） 

④介護職の魅力発信事業（青森介護の魅力発信フェスティバル 10 月 28 日等） 

⑤訪問介護サービス提供責任者研修（12 月 11 日・1 月 18 日） 

⑥新採用介護職員人材育成・定着支援事業：メンター育成研修（8月 1日・10 月 19 日） 

 

（（４４））指指定定事事業業・・そそのの他他委委託託事事業業  

①地域密着型サービス外部評価事業（訪問調査／142 事業所実施）  

②認知症介護実践研修 実践者研修／5会場（6日間） 

  ③認知症介護実践研修 実践リーダー研修（11 日間） 

  ④認知症対応型サービス事業開設者研修（6月 19 日・20 日） 

⑤認知症介護基礎研修／3会場（6月 15 日・26 日・7月 13 日） 

 
 
 
 

101 名 
28 名 
72 名 
92 名 

119 名 
77 名 
62 名 

119 名 
79 名 

267 名 
51 名 
10 名 
50 名 
随時 

 
 

144 名 
90 名 
20 名 

122 名 
随時 

 
 
 

33 名 
143 名 

 
64 名 

 
159 名 

66 名 
10 名 
50 名 

約 800 名 
129 名 

 128 名 
  
 
 

351 名 
48 名 
8 名 

298 名 
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  ⑥認知症対応型サービス事業管理者研修／2会場（10 月 22 日・23 日／11 月 8 日・9日） 

⑦小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修（11 月 28 日・29 日） 

 
２２  収収益益事事業業等等  

■功労者表彰事業  

  ①表彰関係（勤続 15 年以上） 

②功労表彰（役職員等に対する功労） 

③特別表彰 

 
■老人福祉事業の運営に関する調査・研究及び研修事業 

①青森県老人福祉施設大会（7月 19 日・20 日） 

②社会福祉法人向けセミナー（12 月 11 日・3月 13 日） 

③若手リ―ダーセミナー（2月 22 日） 

④全国老人福祉施設大会：北九州大会（11 月 20 日・21 日） 

⑤全国老人福祉施設研究会議：北海道会議（10 月 30 日・31 日） 

  ⑥東北ブロック事業 

・東北ブロック老人福祉施設大会：青森大会（5月 17 日・18 日） 

・東北ブロック老人福祉施設研究会：福島研究会（9月 13 日・14 日） 

   ・東北ブロックカントリーミーティング in 仙台（2月 26 日・27 日） 

   ・東北ブロック老施協常任理事会及び理事会（随時） 

  ⑦その他 

 

３３  法法人人事事業業  

  ①総会：年２回（5月 18 日／3月 13 日） 

②理事会：年４回（4月 26 日／12 月 11 日／1月 24 日／2月 21 日） 

③正副会長会議：年１回（3月 13 日） 

④監査会：年１回（4月 13 日） 

⑤研修委員会：年１回（12 月 13 日） 

⑥総務委員会：年１回（1月 16 日） 

⑦事業推進委員会：年１回（11 月 13 日） 

⑧21 世紀委員会：年 1回（8 月 28 日） 

   ⑨部会等 

・軽費・ケアハウス部会及び関係者による情報交換会（7月 3日） 

・小規模多機能部会（9月 25 日） 

・養護部会（7月 20 日／11 月 16 日） 

・特養部会（10 月 15 日） 

・デイ部会（10 月 22 日） 

・グループホーム部会（10 月 17 日） 

・ヘルパー部会（10 月 31 日） 

・ケアマネ部会（9月 26 日） 

・養護老人ホーム施設長による情報交換会（7月 20 日／11 月 16 日） 

   ⑩青森県代議員選挙実行委員会（1月 31 日） 

   ⑪青森県代議員選挙（3月 13 日） 

   ⑫災害の義援金の取りまとめ（平成 30 年豪雨災害及び北海道胆振東部地震災害） 

   ⑬東北ブロック軽費老人ホーム施設長及び職員研究大会の共催（10 月 11 日・12 日） 

   ⑭各関係機関からの表彰関係の調査まとめ 

⑮各関係機関からの後援名義使用の承認 

⑯全国及びブロック、各関係機関との連絡調整及び出席 

⑰その他 

 
 

88 名 
30 名 

 
 
 

116 名 
4 名 
3 名 

 
 

206 名 
142 名 

32 名 
   
 
 

252 名 
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平平成成 3300 年年度度  

公公益益社社団団法法人人青青森森県県老老人人福福祉祉協協会会  

事事業業報報告告附附属属明明細細書書  

  

【【法法人人運運営営関関係係】】  

１１  総総会会のの開開催催（（年年 22 回回））  

    法人の運営及び議決に関する事項について総会を年２回開催した。 

第第１１回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 5月 18 日（金） 午後 1時から午後 1時 36 分まで  

会 場 ホテル青森 4 階 錦鶏の間  

案 件 議決事項 

 第 1号議案 平成 29 年度事業報告及び決算について 

結 果 

議決 

出席者 出席正会員：151 名 

（内訳／正会員本人出席 53 名、委任状による出席 28 名、書面表決による出席 70 名） 

事務局 3名 

 

第第 22 回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 3月 13 日（水） 午後 1時分から午後 1時 50 分まで  

会 場 ホテル青森 4 階 錦鶏の間  

案 件 議決事項 

 第 1号議案 平成 30 年度収支補正予算（案）について 

 第２号議案 平成 31 年度事業計画（案）及び収支当初予算（案）について 

 第３号議案 平成 31 年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

結 果 

議決 

議決 

議決 

説明 

次期役員及び委員会、部会員の改選に伴う手続きについて 

出席者 出席正会員：148 名 

（内訳／正会員本人出席 50 名、委任状による出席 33 名、書面表決による出席 65 名） 

事務局 3名 

 

２２  監監査査会会のの開開催催（（年年１１回回））  

    平成 29 年度の理事の職務の執行について監査を開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 4月 13 日（金） 午前 10 時 30 分から正午まで  

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 平成 29 年度事業実施状況及び会計処理状況について 

 ①事業報告 

 ②事業報告の附属明細書 

 ③貸借対照表 

 ④損益計算書(正味財産増減計算書) 

 ⑤貸借対照表及び損益計算書(正味財産増減計算書)の附属明細書 

 ⑥財産目録 

 ⑦会計帳簿 

結 果 

正確 

出席者 内田監事、石戸監事、中村副会長、事務局 4名 

  

３３  正正副副会会長長会会議議のの開開催催（（年年 11 回回））  

    事業遂行の内容確認のため正副会長会議を開催した。 

第第１１回回  
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区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 3月 13 日（水） 午前 10 時 30 分から午後 11 時 50 分まで  

会 場 ホテル青森 4 階 桜の間 

内 容 協議事項 

（1）各関係機関からの委員について 

（2）監事の候補者について 

（3）東北ブロック老施協理事候補者について 

その他 

出席者 正副会長 6名、事務局 1名 

  

４４  理理事事会会のの開開催催（（年年 44 回回））  

    法人の事業執行状況及び運営強化と議案審議をするために理事会を開催した。 

第第 11 回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 4月 26 日（木） 午後 1時 30 分から午後 2時 35 分まで  

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4Ｂ 

議 題 議決事項 

第 1号議案 平成 29 年度事業報告及び決算について 

 第 2号議案 平成 30 年度第 1回総会の招集について 

 第 3号議案 正会員の入会について 

結 果 

議決 

議決 

議決 

答申事項 

表彰候補者の答申について 

結果 

承認 

報告事項 

 ①平成 30 年度東北ブロック老人福祉施設大会の参加状況について 

 ②業務執行状況について 

その他 

出席者 本人出席理事数：16 名、監事 2名、事務局 4名 

 

第第 22 回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 12 月 11 日（火） 午後 2時 00 分から午後 3時 30 分まで  

会 場 ホテル青森 3 階 はまなすの間 

議 題 議決事項 

第 1号議案 正会員の入会の承認について 

 第 2号議案 準職員就業規則（案）について 

 第 3号議案 給与表改訂（案）について 

結 果 

議決 

議決 

議決 

報告事項 

 ①平成 31 年度計画・介護従事者の確保に関する事業（県補助事業）提案分について 

 ②平成 30 年 7 月豪雨災害の義援金の取りまとめについて 

 ③北海道胆振東部地震災害の義援金の取りまとめについて 

④業務執行状況について 

その他 

 ①第 3回理事会の日程調整について 

 ②第 4回理事会の日程調整について 

 ③第 2回総会の日程調整について 

出席者 本人出席理事数：15 名、監事 2名、事務局 4名 

  

第第 33 回回  

区 分 項 目 
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日 時 平成 31 年 1月 24 日（木） 午後 1時 30 分から午後 2時 46 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 中研修室 

議 題 議決事項 

第 1号議案 平成 31-32 年度全国老施協代議員選出するための青森県選挙 

実行委員会委員及び立会人の選任について 

第 2号議案 青森県代議員候補者について 

第 3号議案 平成 30 年度第 2回総会の招集について 

第 4号議案 あおもり介護の魅力発信サポーター隊第 4期生の募集（案） 

について 

結 果 

議決 

 

議決 

議決 

議決 

報告事項 

 ①青森県介護サービス事業所認証評価制度に係る認証法人について 

 ②業務執行状況について 

その他 

 ①平成 31 年度第 1回理事会の日程調整について 

 ②平成 31 年度第 1回総会の日程調整について 

出席者 本人出席理事数：17 名、監事 1名、事務局 4名 

 

第第 44 回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 2月 21 日（木） 午後 1時 30 分から午後 3時 22 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4Ｂ 

議 題 議決事項 

第 1 号議案 平成 30 年度収支補正予算（案）について 

第 2 号議案 平成 31 年度事業計画（案）及び収支当初予算（案） 

について 

第 3 号議案 平成 31 年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

結 果 

議決 

議決 

 

議決 

協議事項 

 次期理事候補者並びに任期満了に伴う各委員会委員及び部会員の推薦手続きについて 

報告事項 

  ①青森県代議員候補者の受付について 

②業務執行状況について 

その他 

 青森県介護政治連盟収支報告について 

出席者 本人出席理事数：16 名、監事 2名、事務局 4名 

  

５５  委委員員会会及及びび部部会会等等のの開開催催  

（（１１））事事業業推推進進委委員員会会のの開開催催（（年年 11 回回））  

      青森県老人福祉施設大会及び国内視察研修を企画立案するために開催した。 

第第１１回回 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 11 月 13 日（火）午後１時 30 分から午後 3時 18 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

①平成 30 年度青森県老人福祉施設大会の報告について 

②平成 31 年度青森県老人福祉施設大会の企画について 

③青森県介護サービス事業所認証評価制度参加宣言等の状況について 

④その他 

出席者 委員 7名、事務局 2名 

  

（（２２））２２１１世世紀紀委委員員会会のの開開催催（（年年 11 回回））  

      委員の相互の研鑽と介護現場に密着した 21 世紀の福祉サービスを構築するために開催した。 
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第第１１回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 8月 28 日（火）午後１時 30 分から午後 3時 5分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

  ①平成 29 年度青森県 21 世紀委員会活動状況について 

  ②平成 30 年度青森県 21 世紀委員会の事業（研修企画等）について 

  ③その他 

出席者 委員 8名、事務局 3名 

  

（（３３））研研修修委委員員会会のの開開催催（（年年 11 回回））  

      施設・事業所の人材育成及びサービス向上のための研修事業を企画運営するために開催した。 

第第１１回回 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 12 月 13 日（金）午後１時 00 分から午後 2時 20 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

①平成 30 年度事業中間報告について 

②平成 31 年度研修計画（案）について 

③その他 

出席者 委員 5名、事務局 2名 

  

（（４４））総総務務委委員員会会のの開開催催（（年年 11 回回））  

     事業全般及び財源確保の検討等について協議した。 

第第 11 回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 1月 16 日（水）午後１時 27 分から午後 2時 55 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

①平成 30 年度事業中間報告及び収支補正予算（案）について 

②平成 31 年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

③平成 31 年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

④その他 

出席者 委員 7名、事務局 2名 

  

（（５５））各各部部会会等等のの開開催催  

①①軽軽費費・・ケケアアハハウウスス部部会会及及びび関関係係者者にによよるる情情報報交交換換会会  

 軽費・ケアハウスの課題等を整理するために開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 7月 3日（火）午後 1時 30 分から午後 3時 02 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容  ①平成 30 年度東北ブロック軽費老人ホーム施設長及び職員研究会（青森大会）について 

 ②消費税増税への各都道府県対応 

 ③意見交換 

 ④その他 

出席者 部会員 5名、関係者 9名、事務局 2名 

  

②②小小規規模模多多機機能能部部会会    

小規模多機能型居宅介護事業の取り組みの現状及び課題の整理、意見交換及び研修企画をするため

に開催した。  
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区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 9月 25 日（火）午前 11時 00 分から午前 11 時 25 分まで 

会 場 リンクステーションホール青森 4 階 中会議室 

内 容 協議題 

①平成 30 年度小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修について 

②その他 

出席者 部委員 5名、事務局 2名 

  

③③養養護護部部会会おおよよびび養養護護老老人人ホホーームム施施設設長長にによよるる情情報報交交換換会会  

中央の情勢報告等の伝達のほか、養護老人ホームにおける運営上の課題についての意見交換

及び研修会の内容を確認するために開催した。 

第第１１回回 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 7月 20 日（金）午後 1時 00 分から午後 2時 14 分まで 

会 場 ホテル青森 4 階 桃の間 

内 容 協議題 

  ①養護老人ホームブロック代表者会議の報告等について 

 ②その他 

出席者 部会員及び関係者 10 名、事務局 2名 

  

第第 22 回回 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 11 月 16 日（金）午後 1時 30 分から午後 3時 20 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2Ｂ  

内 容 協議題 

①全国老施協 養護老人ホーム部会の報告等について 

②その他 

出席者 部会員及び関係者 11 名、事務局 2名 

  

④④特特養養部部会会  

 運営上の課題についての意見交換及び研修に対する要望等を提案するために開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 10 月 15 日（月）午後 1時 30 分から午後 3時 14 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

  ①部会長の選任について 

  ②研修企画について 

  ③意見交換 

  ④その他 

出席者 部会員 6名、事務局 2名 

  

⑤⑤デデイイ部部会会  

デイサービスセンターの課題整理及び意見交換、研修の企画するために開催した。  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 10 月 22 日（月）午後 1時 30 分から午後 3時 19 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

  ①研修企画について 

  ②意見交換 

  ③その他 
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出席者 部会員 6名、事務局 2名 

  

⑥⑥ググルルーーププホホーームム部部会会  

 グループホームの課題等を整理するために開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 10 月 17 日（水）午後 1時 30 分から午後 3時 3分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

  ①副部会長の選任について 

  ②研修企画について 

  ③意見交換 

  ④その他 

出席者 部会員 5名、事務局 3名 

  

⑦⑦ヘヘルルパパーー部部会会  

 ヘルパーの課題等を整理するために開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 10 月 31 日（水）午後 1時 30 分から午後 2時 53 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

  ①研修企画について 

  ②意見交換 

  ③その他 

出席者 部会員 2名、事務局 2名 

  

⑧⑧ケケアアママネネ部部会会  

  施設ケアマネのための研修の企画及び意見交換をするために開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 9月 26 日（水）午後 1時 30 分から午後 3時 12 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

  ①研修企画について 

  ②意見交換 

  ③その他 

出席者 部会員 6名、事務局 2名 

  

６６  青青森森県県代代議議員員選選出出  

      全国老施協の現代議員の任期が 31 年 3 月末をもって満了することに伴い、平成 31-32 年度代

議員選出に向け、定款及び代議員選出規程に基づき、手続き及び委員会の開催、代議員選挙（信

任投票）を実施した。 

（（１１））青青森森県県代代議議員員選選挙挙実実行行委委員員会会  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 1月 31 日（火）午前 11 時から午前 11 時 55 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会 講習室 

内 容 協議題 

 「全国老施協平成 31 年-32 年度代議員等選出事項について」 

  ①委員長の選任 

  ②青森県代議員選挙投票立会人の指名について 

  ③青森県代議員選挙スケジュールについて 

  ④その他 
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出席者 委員 5名、事務局 3名 

  

((２２))青青森森県県代代議議員員選選挙挙  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 3月 13 日（水）午後 2時から午後 2時 35 分まで 

会 場 ホテル青森 4 階 錦鶏の間 

内 容 青森県代議員選挙 

 代議員等選任規程に基づき、信任投票を実施した。信任投票の結果、過半数の可決によ

り２名が青森県代議員として信任された。 

   

立候補者 施設名 獲得数／有効票数 結果 

棟方 光秀 特別養護老人ホーム鶴松園 71／71 信任 

三上 貴生 特別養護老人ホームおうよう園 60／71 信任 
 

出席者 有権者数 122 中、投票総数 71 実行委員 5名 立会人 2名 事務局 4名 

  

７７  東東北北ブブロロッックク軽軽費費老老人人ホホーームム施施設設長長及及びび職職員員研研究究会会（（青青森森大大会会））へへのの共共催催  

軽費老人ホーム・ケアハウスが現在抱えている課題等を確認し、地域に根ざした施設運営を目

指すことを目的に開催した。 

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 10 月 11 日（木）・12 日（金） 

会 場 ホテル青森 3 階 善知鳥の間 

内 容 特別講演＋ディスカッション 

  テーマ「東日本大震災の経験から」 

        社会福祉法人鶯会 ケアハウスみなみ 施設長 後藤 久美 氏 

分科会 

  ①管理・運営 

②地域貢献・地域包括ケア 

③生活支援、看護 

研究事例発表 

基調講演「軽費老人ホームの機能・役割・展望について」 

      一般社団法人全国軽費老人ホーム協議会 理事長 川西 基雄  

出席者 参加者 93 名 

  

【【関関係係機機関関ととのの連連携携】】  
１１  平平成成 3300 年年度度表表彰彰・・感感謝謝受受賞賞関関係係  

    長年にわたり顕著な業績をあげた者及び団体の方々が受賞された。 

項 目 受賞数 

全国老人福祉施設協議会感謝(在職期間 15 年以上) 20 施設  72 名 

全国老人福祉施設協議会表彰(在職期間 20 年以上) 10 施設  17 名 

青森県看護功労者知事表彰 2 施設  2 名 

青森県ふれあい活動功労者知事表彰 1 個人／ 1 団体 

ボランティア功労者厚生労働大臣表彰 1 団体 

社会福祉功労者厚生労働大臣表彰 1 名 

青森県健康づくり事業功労者等表彰 該当なし 

県褒章 該当なし 

叙勲（Ⅱ類） 該当なし 

緑綬褒章 該当なし 

藍綬褒章 該当なし 

黄綬褒章 該当なし 
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【【全全国国・・ブブロロッックク大大会会等等関関係係】】  

１１  全全国国老老施施協協関関係係  

第第 7755 回回全全国国老老人人福福祉祉施施設設大大会会（（北北九九州州大大会会））  

期 日 平成 30 年 11 月 20 日（火）・21 日（水） 

場 所 福岡県北九州市 「西日本総合展示場（新館）」他 

平平成成 3300 年年度度全全国国老老人人福福祉祉施施設設研研究究会会議議（（北北海海道道会会議議））  

期 日 平成 30 年 10 月 30 日（火）・31 日（水） 

場 所 北海道札幌市「札幌コンベンションセンター」他 

  

２２  東東北北ブブロロッックク関関係係  

平平成成 3300 年年度度東東北北ブブロロッックク老老人人福福祉祉施施設設協協議議会会総総会会  

期 日 平成 30 年 5月 17 日（木） 

場 所 青森県青森市「ホテル青森」 

平平成成 3300 年年度度東東北北ブブロロッックク老老人人福福祉祉施施設設大大会会  

期 日 平成 30 年 5月 17 日（木）・18 日（金） 

場 所 青森県青森市「ホテル青森」 

平平成成 3300 年年度度東東北北ブブロロッックク老老人人福福祉祉施施設設研研究究会会  

期 日 平成 30 年 9月 13 日（木）・14 日（金） 

場 所 福島県福島市「とうほう・みんなの文化センター」他 

平平成成 3300 年年度度東東北北ブブロロッッククカカンントトリリーーミミーーテティィンンググ iinn 仙仙台台    

期 日 平成 31 年 2月 26 日（火）・27 日（水） 

場 所 宮城県仙台市「ＴＫＰガーデンシティ仙台」 

平平成成 3300 年年度度常常任任理理事事会会及及びび理理事事会会  

期 日 

【常任理事会】 

第 1回 平成 30 年 4月 18 日(水) 

第 2 回 平成 30 年 5月 17 日(木) 

第 3 回 平成 30 年 9月 14 日(金) 

第 4 回 平成 31 年 2月 26 日(火) 

【理事会】 

第 1回 平成 30 年 4月 18 日(水) 

 

場所：岩手県盛岡市 ホテルメトロポリタン盛岡 

場所：青森県青森市 ホテル青森 

場所：福島県福島市 ホテル福島グリーンパレス 

場所：宮城県仙台市 TKP ガーデンシティ仙台 

 

場所：岩手県盛岡市 ホテルメトロポリタン盛岡 

出席者 会長齊藤淳、副会長棟方光秀、副会長三上貴生、事務局長前田覚 
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事事業業報報告告附附属属明明細細書書  
  

【【公公益益目目的的事事業業／／高高齢齢者者のの福福祉祉ササーービビススのの質質のの向向上上にに関関すするる事事業業】】  

  

１１  新新任任職職員員研研修修会会 

介護保険制度及び福祉に関わる法律の基礎知識の習得、新任職員の職場内での位置づけを考えること

を目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 5月 28 日（月） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大中研修室 

内 容 
講  義 「介護保険制度の基本的理解」 

講義／演習 「社内ルールの遵守とキャリアデザイン」 

講 師 まっすぐ介護合同会社 代表 秋田谷 一 氏（青森県認知症介護指導者） 

受講者 101 名、事務局 2名 

  

２２  介介護護福福祉祉士士フファァーースストトスステテッッププ研研修修  

    認知症ケアや個別ケアにおけるリーダー育成を柱とした現場レベルアップを目的に開催した。 

①期日及び場所 

区 分 期 日 場 所 

第 1・2日目 平成 30 年 5 月 26 日（土）27 日（日） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

第 3・4日目 平成 30 年 6 月 12 日（火）13 日（水） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

第 5 日目 平成 30 年 7 月 13 日（金） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

第 6・7日目 平成 30 年 8月 9 日（木）10 日（金） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

第 8・9日目 平成 30 年 9月 5 日（水）6日（木） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

第 10 日目 平成 30 年 10 月 3 日（水） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

第 11・12 日目 平成 30 年 10 月 25 日（木）26 日（金） 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2A 

4 週間 平成 30 年 10 月 29 日（月）から 11 月 26 日（月）まで 自施設・事業所 

第 13 日目 平成 31 年 1月 18 日（金） 県民福祉プラザ 4 階 大中研修室 

②受講者数 29 名（修了者 28 名） 

③講義内容 

区分 項 目 

 

Ⅰ「ケア領域」 

 

Ⅱ「連携領域」 

 

Ⅲ「運営管理 

基礎領域」 

 

 

 

 

 

①「高齢者の尊厳と介護倫理」 

②「ニーズと行動への気づきと対応」 

③「コミュニケーションの方法と応用」 

④「家族や地域の支援力の活用と強化」 

⑤「職種間連携の実践的展開」 

⑥「観察・記録の的確性」 

⑦「チームのまとめ役としてのリーダーシップ」 

⑧「介護職の健康・ストレスの管理」 

⑨「セーフティマネジメント」 

⑩「問題解決のための思考法」 

⑪「自職場実習・自職場課題の分析及び観察」 

⑫「実習のまとめ（研修総括）」自職場課題の分析と対策 

④研修講師 

 ・日本大学文理学部 教授 内藤 佳津雄 氏（NPO 法人介護人材キャリア開発機構理事／研修企 

画担当） 

   ・青森県認知症介護指導者 工藤のり子氏／秋田谷一氏／池田哲人氏 

  

３３  デデイイササーービビススセセンンタターー職職員員ススキキルルアアッッププ研研修修会会  

介護現場におけるレクリエーションの目的を理解するとともに、日々のレクリエーション活動の充実
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化を図ることを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 6月 30 日（土） 

会 場 青森県観光物産館 アスパム 5階 あすなろ 

内 容 講義／演習 「レクリエーション実践 ～心が動けば身体も動く～」 

講師 ケアレクリエーション倶楽部代表 南部 広司 氏 

受講者 72 名、事務局 2名 

  

４４  相相談談業業務務にに関関わわるる研研修修会会    

相談業務に携わる人の専門性を高めることを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 6月 8日（金） 

会 場 観光物産館アスパム 4階 十和田 

内 容 『伝える』から『伝わる』コミュニケーションへ 

 ～即使える心理学。PCM®とは？～ 

       講師 ケーラーコミュニケーションズジャパン PCM 認定トレーナー  

多胡 早人 氏、多胡 好 氏 

受講者 92 名、事務局 2名 

  

５５  在在宅宅ケケアアセセミミナナーー22001188  

超高齢社会に求められる医療と介護の役割、連携について理解を深めることを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 8月 23 日（木） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大中研修室 

内 容 これからの医療と介護のカタチ 

 ～超高齢化社会に求められる専門職の役割～ 

    講師 医療法人社団悠翔会 理事長・診療部長 佐々木 淳 氏 

    対談 医療法人芙蓉会 村上病院 診療部一般内科 医師 橋川 正利 氏 

受講者 119 名、事務局 2名 

  

６６  認認知知症症タタイイププ別別ケケアア研研修修会会  

認知症の原因疾患や特徴的症状を理解することを目的に開催した。  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 2 日（金） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大中研修室 

内 容 講 義「認知症の原因疾患の理解と生活への関わり方」 

演 習「認知症ケアの臨床事例から」 

     講師 青森県認知症介護指導者 清水 養子 氏 

（介護老人保健施設サンライフ豊寿苑 副施設長） 

受講者 77 名、事務局 2名 

  

７７  介介護護記記録録研研修修会会  

介護記録の意義や目的、根拠ある記録を書くための観察の視点、書き方のポイントについて学ぶこと

を目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 30 日（金） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大・中研修室 

内 容 講義／演習「介護記録の理解と実践 」 

講 師 まっすぐ介護合同会社 代表 秋田谷 一 氏（青森県認知症介護指導者） 

受講者 62 名、事務局 2名 
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８８  介介護護技技術術レレベベルルアアッッププ研研修修会会  

「食事」「移動・移乗」といった介助場面に役立つ介護技術をテーマにした４つのコースの中から特

に自分が学びたいコースを２つ選択し、介護技術のレベルアップを図ることを目的に開催した。  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 12 日（月） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大・中研修室 

内 容 【午前の部】 

 選択コース１ 講義「認知症がある」利用者に心地よい介護技術 

          ～現場で生かせる 20 テクニック～「関わり方 10 テクニック」 

        講師 介護老人保健施設ケアセンターゆうゆう作業療法士 

オンリー１介護技術講師 安藤 祐介 氏 

選択コース２ 講義「最期まで口から食べて元気に生きるための食支援スキル」 

         ～【基礎編】食べる為に“とにかく”ここは押さえてほしい 

ポイント＆見落としがちな食事介助の落とし穴～ 

        講師 社団法人慈恵会 青森慈恵会病院 看護部 摂食嚥下 NST 専従 

                摂食嚥下障害看護認定看護師 丹藤 淳 氏 

【午後の部】 

 選択コース３ 講義「認知症がある」利用者に心地よい介護技術 

          ～現場で生かせる 20 テクニック～「動きの手伝い方 10 テクニック」 

        講師 介護老人保健施設ケアセンターゆうゆう作業療法士 

オンリー１介護技術講師 安藤 祐介 氏 

選択コース４ 講義「最期まで口から食べて元気に生きるための食支援スキル」 

         ～【応用編】認知症はなぜ食べてくれないのか？ 

しかたがないと諦める前に試してほしいこと～ 

        講師 社団法人慈恵会 青森慈恵会病院 看護部 摂食嚥下 NST 専従 

                摂食嚥下障害看護認定看護師 丹藤 淳 氏 

受講者 119 名、事務局 2名 

  

９９  リリススククママネネジジメメンントト研研修修会会  

介護現場におけるリスクマネジメントの基礎知識及び認知症ケアにおけるリスクマネジメントの視

点を理解し、より安全で質の高いサービス提供の一助にしてもらうことを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 10 月 1 日（月） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大・中研修室 

内 容 講義／演習 「リスクマネジメントの基礎知識、認知症ケアにおけるリスクマネジメント」 

講 師 まっすぐ介護合同会社 代表 秋田谷 一 氏 （青森県認知症介護指導者） 

受講者 79 名、事務局 2名 

  

１１００  ユユママニニチチュューードド®®  

ユマニチュードの技法の上辺だけを知り、やり方だけを真似するのではなく、その本質の考え方をし

っかりと理解してもらうことを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 31 年 3月 1日（金） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 

内 容 講演 ユマニチュード®「あなたは大切な人です」思いを伝える技術 

講 師 株式会社エクサウィザーズ ユマニチュード認定インストラクター  金沢 小百合 氏 

受講者 267 名、事務局 6名 

  

１１１１  小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護研研修修会会  

制度及びサービス評価の理解と各事業所で工夫している取り組みの紹介や日々のケアを振り返り、課

題整理をし、質の高いケアを提供することを目的に開催した。 
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区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 7月 31 日（火） 

会 場 ラ・プラス青い森 2 階 メープル 

内 容 講義「小規模多機能型居宅介護 平成 30 年度介護報酬改定を読み解く」  

講義・演習「サービス評価を考える！」 

     講師 シンフォニーケア株式会社 

        小規模多機能型居宅介護シンフォニー将監 施設長 井上 博文 氏 

意見交換（テーマ別グループワーク） 

ファシリテーター 小規模多機能部会 佐藤史氏／竹ノ子和男氏／今千秋氏／沼山さよ氏／蝦名千恵子氏 

受講者 51 名、事務局 3名 

 
１１２２  養養護護老老人人ホホーームム職職員員研研修修会会  

入居者の生活の中で、さまざまな場面の困難な事例を取り上げ、その解決策などを見出すことを目的

に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 6月 11 日（月）・9月 19 日（水） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4Ａ 

内 容 困難事例検討・取組結果報告 

講師等

(アドバイザー) 

社会福祉法人楽晴会     理事・本部長 山崎 壮和 氏 

養護老人ホームくるみ園   施設長 齋藤 広幸 氏 

養護老人ホーム弘前温清園  施設長 太田美香子 氏 

受講者 10 名、事務局 2名 

  

１１３３  施施設設内内ケケアアママネネ研研修修会会  

薬物の理解及び多職種連携に焦点を当て、その調整役となる施設ケアマネのケアマネジメント力の向

上を目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 10 月 9 日（火） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大・中研修室 

内 容 講義 「高齢者の薬物療法における留意点」 

        講師 青森大学 薬学部 教授 大上哲也 氏 

グループワーク「多職種連携における課題解決に向けて 

         ～何ができるか、何をすべきかを考える 

        講師 青森県立保健大学 健康科学部看護学科 教授 福岡裕美子 氏 

受講者 50 名、事務局 2名 

 

１１４４  介介護護のの魅魅力力発発信信ササポポーータターー隊隊のの事事業業  

   介護の魅了を広く情報発信し、介護のイメージアップと介護職への興味と理解促進を目的に実施した。 

①①弘弘前前地地区区小小中中学学校校長長会会へへのの派派遣遣  

  弘弘前前市市中中学学校校校校長長会会  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 5月 11 日（水） 

会 場 弘前市総合学習センター 

派遣者 奈良和樹氏 

  

弘弘前前地地区区小小学学校校校校長長会会  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 6月 1日（金） 

会 場 弘前パークホテル 

派遣者 奈良和樹氏 
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②②高高等等学学校校・・福福祉祉養養成成校校及及びび福福祉祉施施設設ととのの意意見見交交換換会会へへのの派派遣遣  

      県社協が主催する「高等学校・福祉養成校及び福祉施設との意見交換会」において、介護の現場の

生の声を聞いてもらい、イメージアップを図るために出席した。 

区 分 期日・場所 サポーター隊派遣 

むつ市 
平成 30 年 11 月 30 日（金） 

下北文化会館 
金崎宏美氏／坂部咲季氏 

八戸市 
平成 30 年 12 月 5 日（水） 

八戸市総合福祉会館 
佐藤琢磨氏／赤石奈津美氏 

弘前市 
平成 30 年 12 月 11 日（火） 

弘前市社会福祉センター 
奈良和樹氏／髙山恭平氏 

青森市 
平成 30 年 12 月 18 日（火） 

県民福祉プラザ 
杉山宙氏／上野聡氏 

  

③③平平成成 3300 年年度度北北海海道道・・東東北北ブブロロッックク大大会会（（介介護護福福祉祉士士会会））へへのの参参加加  

シンポジストとしてサポーター隊の活動を報告し、介護職の魅力や PR 方法について意見交換した。 

区分 項 目 

期 日 平成 30 年 7月 12 日（木） 

場 所 ねぶたの家ワ・ラッセ 

出 席 髙山 恭平氏 

  

④④生生涯涯学学習習フフェェアア 22001188（（ああおおももりり県県民民カカレレッッジジ））へへのの参参加加  

      青森県総合社会教育センター主催の生涯学習フェアにおいて、介護の魅力発信フェスティバルのノ

ベルティ配布や介護機器の紹介等を行い、介護職への興味を引き出すことを目的にブース出展した。 

区分 項 目 

期 日 平成 30 年 9月 30 日（日） 

場 所 青森県総合社会教育センター 

出 席 奈良和樹氏／犹守和幸氏 

  

⑤⑤AABBAA 番番組組祭祭りりへへののブブーースス出出展展  

      青森朝日放送が主催する ABA 番組祭りに協賛し、ブースを設け一般住民の来場者に介護職への理解

とイメージチェンジを図るためにスタッフとして参画した。また、介護の魅力発信フェスティバルの

ノベルティ配布、介護機器の紹介、脳の元気度チェックを実施した。 

区分 項 目 

期 日 平成 30 年 10 月 6 日（土） 

場 所 ねぶたの家 ワ・ラッセ 1 階 交流学習室 

出 席 10 月 6 日 小山内良氏／三浦太陽氏／工藤千穂氏 

  

⑥⑥介介護護のの魅魅力力発発信信フフェェスステティィババルル 22001188 へへのの参参画画  

      介護の魅力発信フェスティバルにおいて、一般住民の方々に介護のことをもっと知ってもらうため

にスタッフとして参画した。 

区分 項 目 

期 日 平成 30 年 10 月 28 日（日） 

場 所 サンロード青森 1 階 サンホール 

出 席 サポーター隊 20 名 

  

⑦⑦青青森森県県新新介介護護職職員員応応援援イイベベンントトのの参参画画  

      青森県新介護職員応援イベントにおいて、司会・進行スタッフとして参画した。 

区分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 5 日（月） 

場 所 青森国際ホテル 2 階 萬葉の間 
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出 席 サポーター隊 20 名 

    

⑧⑧ああおおももりりままちちななかかキキッッズズ共共和和国国へへのの参参加加  

   青森市内の学生団体連合による「まちなかキッズ共和国実行委員会」が商店街と連携し小中学

生を対象とした大規模な職業体験イベント「あおもりまちなかキッズ共和国」にブース出展し、

ワークショップやさくら野車いすツアーを行い、介護職への興味を引き出した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 23 日（金） 

会 場 さくら野百貨店 青森支店 

出 席 佐藤隆氏／杉山宙氏／髙山恭平氏／赤石奈津美氏  事務局 1名 

  

⑨⑨小小学学生生職職業業体体験験事事業業ワワララッッシシへへのの派派遣遣  

青森市教育委員会が主催する「小学生職業体験事業ワラッシ」において、介護の仕事の紹介や疑似

体験等を通して介護に興味をもってもらった。 

浪浪岡岡会会場場  
区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 12 月 9 日（日） 

会 場 青森市浪岡中央公民館 

出 席 佐藤大介氏／小野晃史氏   事務局 2名 

  
青青森森会会場場  
区 分 項 目 

期 日 平成 31 年 2月 3日（日） 

会 場 西部市民センター 

出 席 工藤嵩氏／杉山宙氏／髙山恭平氏   事務局 2名 

  

⑩⑩中中学学校校、、高高校校訪訪問問へへのの派派遣遣  

中学校及び高校を訪問し、生徒を対象に介護の魅力を伝えるため、サポーター隊を派遣した。 

学校名 期日 サポーター隊派遣 

弘前市立新和中学校 平成 30 年 6月 15 日（金） 
石郷岡美奈氏／三浦太陽氏 

一戸諒太氏／工藤千穂氏  事務局 1名 

五所川原商業高等学校 平成 30 年 6月 22 日（金） 佐藤大介氏／小野晃史氏  事務局 1名 

五戸高等学校 平成 30 年 7月 3日（火） 佐藤琢磨氏／赤石奈津美氏 

八戸学院光星高等学校 平成 30 年 7月 17 日（火） 松村乃望氏／小山内良氏  事務局 1名 

            
１１５５  青青森森県県喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修事事業業（（第第一一号号・・第第二二号号研研修修））のの実実施施  
    平成 24 年 4 月から社会福祉士及び介護福祉士の一部を改正する法律の施行に伴い、特別養護老人ホ

ームの看護職員と介護職員が連携協働し、たんの吸引等の医療的ケアを適切に実践できるような実施体

制を整備するために、会議及び研修を実施した。（（77 年年目目））  
（（１１））青青森森県県喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修事事業業（（第第一一号号・・第第二二号号研研修修））打打合合せせ会会議議  

第第１１回回    

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 5月 22 日（火）午後１時 30 分から午後 2時 43 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 2 階 ミーティングルーム 

内 容 ①平成 30 年度の喀痰吸引等研修について 

②平成 30 年度喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）等に係る日程について 

③平成 30 年度喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）に係るカリキュラムについて 

出席者 研修講師 10 名、事務局 2名 

  
（（２２））青青森森県県喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修事事業業（（第第一一号号・・第第二二号号研研修修））基基本本研研修修「「演演習習」」にに関関わわるる打打合合せせ会会議議  
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第第 11 回回    

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 7月 6日（金）午後 2時 00 分から午後 3時 33 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大研修室 

内 容 ①平成 30 年度青森県喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）の受講者数について 

②平成 30 年度青森県喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）の日程について 

③基本研修「演習」に関わる役割分担について 

④基本研修「演習」の進め方について 

⑤演習会場の注意事項について 

出席者 研修講師 39 名、事務局 2名 

  
（（３３））青青森森県県喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修（（第第一一号号・・第第二二号号研研修修））のの開開催催  
■基本研修（50 時間）講義 

開催月日 場 所 
第 1 日目／平成 30 年 6 月 27 日（水） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 
第 2 日目／平成 30 年 6 月 28 日（木） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 
第 3 日目／平成 30 年 6 月 29 日（金） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 
第 4 日目／平成 30 年 7 月 4 日（水） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 
第 5 日目／平成 30 年 7 月 5 日（木） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 
第 6 日目／平成 30 年 7 月  6 日（金） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 
第 7 日目／平成 30 年 7 月 10 日（火） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール・大中研修室 
第 8 日目／平成 30 年 7 月 11 日（水） 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 

№ 大項目／科目 講義時間 
1 人間と社会 1.5h 
2 保健医療制度とチーム医療 2.0h 
3 安全な療養生活 4.0h 
4 清潔保持と感染予防 2.5h 
5 健康状態の把握 3.0h 
6 高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 11.0h 
7 高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 8.0h 
8 高齢者および障害児・者の経管栄養概論 10.0h 
9 高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 8.0h 

合 計 50.0h 
■基本研修（演習）2 日間 

会場 開催月日 場 所 

八戸 第 1 日目／平成 30 年 7 月 22 日（日） 
第 2 日目／平成 30 年 7 月 23 日（月） 

ほっとハウス友の会福祉会館 

（住所：八戸市長根１丁目 2-8） 

弘前 第 1 日目／平成 30 年 7 月 25 日（水） 
第 2 日目／平成 30 年 7 月 26 日（木） 

弘前文化センター 

（住所：弘前市上白銀町 1-1） 

青森 第 1 日目／平成 30 年 7 月 28 日（土） 
第 2 日目／平成 30 年 7 月 29 日（日） 

青森中央学院大学 

（住所：青森市大字横内字神田 12-1） 

実施ケア等の種類 回数 到達目標 

基本研修 
（演習） 

喀痰吸引 
口腔内吸引 ５回以上 介護職員が、喀痰吸引をシュミレーター

を用いて、効果的に演習でき一人で実施

できる。 
鼻腔内吸引 ５回以上 
気管カニューレ内部 ５回以上 

経管栄養 
胃ろうまたは腸ろう ５回以上 介護職員が、経管栄養をシュミレーター

を用いて、効果的に演習でき一人で実施

できる。 
経鼻 ５回以上 

救急蘇生法  １回以上 介護職員が、救急蘇生法をシュミレータ
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ーを用いて演習できる。 
 
■受講者数 144 名（修了者数 112 名） 
 
■筆記試験 
   期日：平成 30 年 9 月 30 日（日） 
   場所：青森県立保健大学（〒030-8505 青森市大字浜館字間瀬 58-1） 
 
■実地研修（第一号・第二号研修） 

実施ケア等の種類 回数 到達目標 

実地研修 
 

喀痰吸引 

口腔内吸引 
 

10 回以上 介護職員が、指導看護師の指導を受

けながら、利用者の心身の状態を正

確に観察し、指導看護師と連携し医

師に報告し、その指示に基づいて、

喀痰吸引を安全、安楽かつ効果的に

実施できる。 

鼻腔内吸引 20 回以上 
 

気管カニューレ内部 20 回以上 
 

経管栄養 

胃ろうまたは腸ろう 20 回以上 介護職員が、指導看護師の指導を受

けながら、利用者の心身の状態を正

確に観察し、指導看護師と連携し医

師に報告し、その指示に基づいて、

喀痰吸引を安全、安楽かつ効果的に

実施できる。 

経鼻 20 回以上 

   
■基本研修（講義・演習）担当講師 

№ 所属先 氏 名 職 名 

1 ひばり訪問看護ステーション 浪岡 栄里子 氏 看護師 

2 むつ市地域包括支援センターみちのく 成田 淳子  氏 看護師 

3 黒石特別養護老人ホーム 大平 昌子  氏 看護師 

4 訪問看護ステーションふたば 福村 順子  氏 看護師 

5 障がい者支援施設八太郎山療護園 向井 照美  氏 看護師 

6 特別養護老人ホームハピネス五戸 柏村 陽子  氏 看護師 

7 平賀在宅介護支援センター 清田 久美子 氏 看護師 

8 ほりこしデイサービスセンター 伊藤 明子  氏 看護師 

9 元国立病院機構八戸病院 小林 恵美子 氏 看護師 

10 特別養護老人ホーム和幸園 渡部 幸枝  氏 看護師 

（順不同） 
（（４４））喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修（（第第一一号号・・第第二二号号研研修修））医医療療的的ケケアア履履修修者者演演習習前前講講座座  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 7月 2日（月） 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 県民ホール 

内 容 講義 1 「高齢者および障害児・者の経管栄養概論」 

講義 2 「高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説」 

      講師 むつ市地域包括支援センターみちのく 成田 淳子 氏 

講義 3 「高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論」 

講義 4 「高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説」 

      講師 ひばり訪問看護ステーション 浪岡 栄里子 氏 

受講者 90 名（修了者 28 名）、事務局 3名 

 
（（５５））喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修（（第第一一号号・・第第二二号号研研修修））認認定定特特定定行行為為業業務務従従事事者者実実地地研研修修前前講講座座・・演演習習  

区 分 項 目 
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期 日 平成 30 年 8月 25 日（土） 

会 場 青森中央学院大学 4 階 講義室・実習室 

内 容 【第一部：気管カニューレ内部のたん吸引】 

・講義 「高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論」 

「高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説」 

「介護職員等による喀痰吸引のケア実施の手引き」 

      講師 障がい者支援施設八太郎山療護園 副施設長 向井 照美 氏 

・理解度確認テスト 

・演習 「喀痰吸引（気管カニューレ内部）のケア実施」 

      講師 成田淳子氏／向井照美氏／柏村陽子氏／清田久美子氏 

【第二部：経鼻経管栄養】 

・講義 「高齢者および障害児・者の経管栄養概論」 

「高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説」 

「介護職員等による経管栄養のケア実施の手引き」 

      講師 黒石特別養護老人ホーム 看護師 大平 昌子 氏 

・理解度確認テスト 

・演習 「経管栄養（経鼻経管栄養）のケアの実施」 

      講師 浪岡栄里子氏／向井照美氏／福村順子氏／大平昌子氏 

小林恵美子氏／渡部幸枝氏 

受講者 20 名（修了者 20 名）、事務局 3名 

 
１１６６  青青森森県県新新介介護護職職員員応応援援イイベベンントト開開催催事事業業のの実実施施  

   新たに介護職員となった方々が一堂に会し、知事からの直接のメッセージや中央講師の記念講演等に

よりモチベーションにつなげ、介護人材の定着・離職防止を図ることを目的に実施した。また、介護の

仕事に興味を持つ学生も参加してもらい、介護の仕事に対する期待感を高めた。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 5 日（月） 

会 場 青森国際ホテル 3 階 萬葉の間 

内 容 ①応援メッセージ 

②新人介護職員代表へ応援メッセージカード交付 

③記念撮影 

       青森県知事 三村 申吾 

④講演 ～高齢者の孤独にどう寄り添うか～ 

『ロボットに人は癒せない。人を癒すことができるのは人だけだ。』 

―ロボット科学者が語る、孤独の解消法― 

  講師 オリィ研究所所長 ロボットコミュニケーター 吉藤 健太郎 氏 

⑤グループワーク「介護の仕事、本気で語る！」 

参加者 122 名（新介護職員等 102 名、サポーター隊 20 名）、事務局 4名 

  

１１７７  青青森森県県介介護護ササーービビスス事事業業所所認認証証評評価価制制度度広広報報等等業業務務事事業業のの実実施施  

   職員の処遇改善・人材育成とサービスの質の向上に積極的に取り組む介護サービス事業者を認証・公

表する認証評価制度について、介護事業者や一般県民に広く周知し、介護人材の確保・育成と介護サー

ビスの質の向上を図った。併せて青森県が開設する Web サイトの情報更新等により、認証取得を目指す

介護サービス事業者への支援を行い介護業界全体の底上げを図ることを目的に実施した。 

  

①①WWeebb ササイイトトへへのの情情報報登登録録・・更更新新  （（青青森森県県のの管管理理ササイイトト））  

  ・青森県介護人材確保・育成応援サイト「かいご応援ネットあおもり」へ約 250 件情報掲載等をした。 

  

②②認認証証宣宣言言及及びび認認証証事事業業所所へへのの情情報報提提供供  

 ・宣言事業所へガイドブックの送付及び相談会等の情報提供を実施した。 

 ・認証事業所へかいご応援ネットあおもり内での若手職員の紹介の案内等を実施した。 
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③③認認証証参参加加宣宣言言のの受受付付、、認認証証申申請請書書等等のの受受付付点点検検  

 ・認証参加宣言の受付及び申請書類の点検を実施した。 

 ・認証参加宣言更新届の受付及び点検を実施した。 

  

④④啓啓発発用用品品作作成成及及びび管管理理  

・認証事業所が就職説明会等使用できる認証マーク入りの「イスカバー」等の貸出管理をした。 

・認証事業所向けに認証マーク入りの「ステッカー」を作成した。 

 

<<参参考考>>  

■認認証証参参加加宣宣言言(平成 31 年 3 月 31 日現在) 

法人別 
平成 28 年度 

件数 

平成 29 年度 

件数 

平成 30 年度 

件数 

全体 

件数 

社会福祉法人 55 15 10 80 

医療法人 4 3 1 8 

NPO 法人 1 0 0 1 

社団法人 2 0 0 2 

財団法人 1 0 0 1 

株式会社・有限会社 35 7 12 54 

協同組合 3 0 0 3 

合同会社 3 0 0 3 

計 104 25 23 152 

  

■■認認証証法法人人平平成成 2288～～3300 年年度度（（青青森森県県がが実実施施））  

№ 市町村 法人名 

1 青森市 社会福祉法人すこやか福祉事業団 

2 青森市 有限会社すかい 

3 弘前市 社会福祉法人七峰会 

4 八戸市 八戸医療生活協同組合 

5 八戸市 社会福祉法人同伸会 

6 八戸市 社会福祉法人秋葉会 

7 むつ市 社会福祉法人青森社会福祉振興団 

8 青森市 社会福祉法人すずかけの里 

9 青森市 社会福祉法人諏訪ノ森会 

10 弘前市 津軽保健生活協同組合 

11 弘前市 社会福祉法人獄暘会 

12 八戸市 社会福祉法人スプリング 

13 八戸市 社会福祉法人寿栄会 

14 五所川原市 社会福祉法人若菜会 

15 平川市 社会福祉法人緑風会 

16 八戸市 有限会社ベース 

17 つがる市 社会福祉法人柏友会 

18 青森市 青森保健生活協同組合 

19 八戸市 社会福祉法人みやぎ会 

20 弘前市 株式会社相成 

21 むつ市 社会福祉法人桜木会 

22 五所川原市 社会福祉法人拓心会 

23 青森市 社会福祉法人和幸園 

24 八戸市 医療法人仁泉会 

25 階上町 社会福祉法人徳望会 
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26 七戸町 社会福祉法人天寿会 

27 五戸町 社会福祉法人素心の会 

28 弘前市 社会福祉法人富士見会 

29 弘前市 医療法人サンメディコ 

30 おいらせ町 社会福祉法人奥入瀬会 

31 弘前市 社会福祉法人弘前豊徳会 

32 むつ市 社会福祉法人八千代会 

33 平川市 社会福祉法人三笠苑 

34 七戸町 社会福祉法人七戸福祉会 

  

⑤⑤各各種種イイベベンントト等等ででのの認認証証評評価価制制度度のの周周知知  

    青森労働局、青森・弘前・八戸公共職業安定所等が主催する面接会等において、介護サービス認証

評価制度について PR 活動を実施した。また、本協会が主催する会議等においても説明を行った。 

  

⑥⑥実実習習・・イインンタターーンンシシッッププ・・ボボラランンテティィアア等等受受入入にに係係るるアアンンケケーートト調調査査  

    各施設・事業所が行っている取り組みの「見える化」を推進、介護人材確保にへつなげる事業の一

環として平成 27 年度に行った調査結果を更新するためのアンケート調査を実施した。 

送付 回収数 回収率 

1,684 683 40.6％ 

 

⑦⑦介介護護職職にに対対すするるイイメメーージジ向向上上及及びび認認証証事事業業所所ののＰＰＲＲにに資資すするるテテレレビビ番番組組のの制制作作とと放放映映  

      介護職に対するイメージ向上と青森県介護サービス事業所認証評価制度及び認証事業所のＰＲの

ために番組を制作し、2回に渡って ATV 青森テレビにて放映した。 

 ⅠⅠ--11  撮撮影影日日おおよよびび撮撮影影法法人人  

撮影日 撮影法人 

平成 30 年 7月 23 日（月） 青森市／社会福祉法人和幸園 

平成 30 年 7月 25 日（水） 五戸町／社会福祉法人素心の会 

平成 30 年 7月 27 日（金） 階上町／社会福祉法人徳望会 

  ⅠⅠ--22  放放送送日日時時等等  

   日  時：平成 30 年 9月 22 日（土）11：30～11：45 

   タイトル：「より魅力ある介護の職場づくり～認証事業所の取り組み#1～」 

  

  ⅡⅡ--11 撮撮影影日日おおよよびび撮撮影影法法人人  

撮影日 撮影法人 

平成 30 年 7月 25 日（水） 八戸市／社会福祉法人同伸会 

平成 30 年 12 月 25 日（火） 弘前市／社会福祉法人嶽暘会 

平成 31 年 1月 21 日（月） 五所川原市／社会福祉法人拓心会 

  ⅡⅡ--22 放放送送日日時時等等  

   日  時：平成 31 年 2月 23 日（土）11：30～11：45 

   タイトル：「より魅力ある介護の職場づくり～認証事業所の取り組み#2～」 

  

１１８８  青青森森県県介介護護従従事事者者確確保保対対策策事事業業のの実実施施  

     介護業界のより一層の人材定着・確保に向け、組織力向上の基盤となる個々の人間力強化、チーム

ワーク強化に重点を置いた階層別の研修を実施した。 

（（１１））階階層層別別研研修修  

①①初初任任者者ののたためめののソソーーシシャャルルススキキルルアアッッププ研研修修  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 7月 3日（火）・4日（水） 

会 場 観光物産館アスパム 5階 あすなろの間 

内 容 専門職としての価値観や社会人として必要なスキルを学び、実践を促す。 
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講 師 株式会社ふくなかまジャパン代表取締役社長 眞辺 一範 氏 

受講者 33 名、事務局 2名 

 

②②中中堅堅職職員員ののたためめののススキキルルアアッッププ研研修修  

コース 1 備えておきたい技術と視点 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 12 月 6 日（木） 

会 場 観光物産館アスパム 5階 あすなろの間 

内 容 中堅職員としての視座の向上等 

講 師 介護ラボしゅう 代表 中浜 崇之 氏 

受講者 85 名、事務局 2名 

 

コース 2 自分らしい自己表現で、人間関係を楽しむ体験型ワークショップ！ 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 12 月 7 日（金） 

会 場 観光物産館アスパム 5階 あすなろの間 

内 容 アサーティブコミュニケーション 

講 師 ワ☆ノベーション 主宰 島田 友和 氏 

受講者 58 名、事務局 2名 

  

③③管管理理者者・・リリーーダダーーののたためめののスステテッッププアアッッププ研研修修  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 7 日（水）・12 月 5 日（水） 

会 場 ねぶたの家ワ・ラッセ 1階 交流学習室・県民福祉プラザ 4 階 大中研修室 

内 容 コーチング 

講 師 株式会社ふくなかまジャパン代表取締役社長 眞辺 一範 氏 

受講者 64 名、事務局 2名 

  

（（２２））チチーームムワワーークク強強化化支支援援事事業業のの実実施施    

    チームワークによって組織の活性化と強化を図るために実施した。 

①①チチーームムワワーークク向向上上ププロロググララムム出出前前講講座座のの実実施施  

  チーム力とコミュニケーション力を高めることを目的の実施した。 

区 分 項 目 

期 日 

会 場 

青森会場 平成 30 年 6 月  6 日 (水) 県民福祉プラザ     4 階 大・中研修室 

むつ会場 平成 30 年 6 月 14 日（木） 下北文化会館      1 階 研修室 2 

弘前会場 平成 30 年 8 月 17 日（金） 弘前市総合学習センター 2 階 大会議室 

八戸会場 平成 30 年 11 月 21 日（水） 八戸市総合福祉会館   3 階 大会議室 

五所川原会場 平成 30 年 11 月 27 日（火） 五所川原市民学習情報センター 1 階 大教室  

内 容 講義「チームワーク」 

演習「チャレンジプログラム」 

講義「振り返り・まとめ」 

講 師 まっすぐ介護合同会社 代表 秋田谷 一 氏 （青森県認知症介護指導者） 

ファシリテーター（チャレンジプログラムスーパーバイザー） 

 古川友彦／清田久美子／中田太／宮川久美子／田中理恵子／柿崎公浩／菊地英史 

受講者 全体 159 名  各会場事務局 2名 

内訳：青森 32 名、むつ 18 名、弘前 42 名、八戸 30 名、五所川原 37 名 

  

②②チチーームムビビルルデディィンンググフファァシシリリテテーータターー養養成成研研修修のの実実施施  

  チーム力と組織力を高め介護サービスの質の向上を図ることを目的に実施した。 

区 分 項 目 
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期 日 平成 30 年 8月 29 日（水） 

会 場 しあわせプラザ 3 階 大会議室 

内 容 ①人を育てるチームビルディング＆コミュニケーション 

②理想的なチームファシリテーターとは 

③効果的なチームメンバーへの関わり 

④チームビルディングを実現するための行動変容 

講 師 株式会社ふくなかまジャパン代表取締役社長 眞辺 一範 氏 

受講者 66 名、事務局 2名 

  

③③チチーームムビビルルデディィンンググフファァシシリリテテーータターーフフォォロローーアアッッププ研研修修のの実実施施  

  チーム力と組織力を高め介護サービスの質の向上を図ることを目的に実施した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 8月 30 日（木） 

会 場 県民福祉プラザ 2 階 多目的室 2Ａ 

内 容 ①チームビルディング 

②コミュニケーション 

講 師 株式会社ふくなかまジャパン代表取締役社長 眞辺 一範 氏 

受講者 10 名、事務局 2名 

  

（（３３））認認知知症症ケケアアののたためめのの多多職職種種連連携携研研修修事事業業 

    認知症の人の尊厳を支えるため、看護職員と介護職員等が連携し、本人・家族の思いを理解し、身体

拘束に関する実践的手法を学びチームでの対応力とケアの質の向上を図ることを目的に開催した。 

①①認認知知症症ケケアアののたためめのの多多職職種種連連携携事事業業打打合合せせ会会議議  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 5月 25 日（金）午後 1時 30 分から午後 3時 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 県老人福祉協会  講習室 

内 容 ①事業内容について 

②日程及びカリキュラムの内容について 

③役割分担について 

④その他 

出席者 高齢者権利擁護等推進看護指導者  

清水養子氏／工藤うみ氏／田村妃麗氏・杉山ひとみ氏  事務局 2名 

 

②②認認知知症症ケケアアののたためめのの多多職職種種連連携携研研修修  

区 分 項 目 

期 日 講 義 ・ 演 習   合同研修 平成 30 年 9 月 28 日(金) 

自 施 設 実 習   合同研修後 1ヶ月半～2ヶ月 

実践報告・講 義   地区研修 青森会場 平成 31 年 2 月 1日(金) 

                弘前会場 平成 31 年 2 月 8日(金) 

会 場 講 義 ・ 演 習   県民福祉プラザ 4階 大中研修室 

自 施 設 実 習   自施設 

実践報告・講 義   地区研修 青森会場 平成 31 年 2 月 1 日(金) 

県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4Ｂ 

                弘前会場 平成 31 年 2 月 8日(金) 

                     弘前市総合学習センター4階第 2・3研修室 

内 容 【合同研修】 

講 義「利用者の尊厳ある生活を支えるケア」 

体験談「利用者家族による体験談」 

体 験「VR 認知症体験会」 

ワーク「課題整理・計画書作成」 

− 34 −



31 
 

【地区研修】 

実践報告「実践報告・全体共有」 

講 義「医療と介護の更なる連携の促進に向けて」  

      医療法人芙蓉会 訪問看護ステーションマザー 管理者 木村 寿美 氏 

      津軽保健生活協同組合 健生黒石診療所 所長 坂戸 慶一郎 氏 

講 師 
高齢者権利擁護等推進看護指導者 

清水養子氏／工藤うみ氏／向井照美氏／田村妃麗氏／杉山ひとみ氏 

受講者 50 名、事務局 2名 

 
（（４４））介介護護職職のの魅魅力力発発信信事事業業のの実実施施  

  子どもから大人まで、介護の仕事への興味、関心を引き出し、その本質や魅力が伝わることを目的に

実施した。 

①①介介護護のの魅魅力力発発信信ササポポーータターー隊隊打打合合せせ会会議議  
幹幹部部打打合合せせ会会議議  
区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 5月 8日（火） 午前 10 時から午後 0時 5分まで 

場 所 県民福祉プラザ 3 階 講習室 

内 容 ①あおもり介護の魅力発信フェスティバル 2018 の内容について 

②その他 

出席者 サポーター隊 2名、事務局 3名 

  
  第第１１回回  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 6月 12 日（火） 午後 1時 30 分から午後 3時 15 分まで 

場 所 県民福祉プラザ 3 階 共用研修室 1 

内 容 ①隊長・副隊長の選任について 

②平成 29 年度の活動について（報告） 

③平成 30 年度の活動予定について 

④主な活動について 

 ・学校訪問関係 

 ・介護の魅力発信事業 

 ・平成 30 年度新介護職員応援イベント 

⑤その他 

出席者 サポーター隊 19 名、事務局 3名 

  
第第２２回回  
区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 9月 11 日（火） 午後 1時 30 分から午後 3時 25 分まで 

場 所 県民福祉プラザ 3 階 共用研修室 1 

内 容 ①介護の魅力発信事業について 

②平成 30 年度新介護職員応援イベント 

③その他 

出席者 サポーター隊 18 名、事務局 3名 

  

  ②②生生涯涯学学習習フフェェアア 22001188  
区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 9月 30 日（日） 午前 10 時から午後 4時まで 

場 所 青森県総合社会教育センター  

内 容 介護機器体験、写真撮影、パネル展示等 

参加者 体験 10 名、写真 57 名 
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出席者 サポーター隊 2名、事務局 1名 

  

③③AABBAA 番番組組祭祭へへのの協協賛賛  
     介護の魅力を発信するためにブースを設け、一般住民の来場者に介護職の理解とイメージチェンジ

を図るとともに現場を良く知ってもらうきっかけづくりをした。 
区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 10 月 6 日（土） 

会 場 ねぶたの家 ワ・ラッセ 1 階 交流学習室 

内 容 介護機器体験、脳の元気度チェック、介護の魅力発信フェスティバルの PR 等 

参加者 体験 10 名、写真 57 名、脳の元気度チェック 40 名 

出席者 サポーター隊 3名、事務局 1名 

  

④④ああおおももりり介介護護のの魅魅力力発発信信フフェェスステティィババルル 22001188  
区 分 項 目 
期 日 平成 30 年 10 月 28 日（日） 
場 所 サンロード青森 1 階 サンホール 
内 容 【ステージイベント】 

１ 車いすレクチャー 
２ 最新！介護ユニフォーム人気投票    
３ キッズ&シニアの思い出ファッションショー 
４ 元気ハツラツ Smile 体操 
【フロアイベント】 
１ 車いすでサンロードツアー 
２ エラベル（選べる）ワークショップ 
３ 介護の現場パネル展 
４ お仕事相談コーナー 
５ KAIGO BAR 
※フェスティバルの模様をダイジェスト版に編集し、天気フィラーとして使用 

参加者 約 700 名 
出席者 サポーター隊 20 名、ボランティア 6 名、事務局 6 名 

  
⑤⑤ああおおももりりままちちななかかキキッッズズ共共和和国国 

 区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 23 日（金・祝日） 

会 場 さくら野百貨店青森支店 

内 容 ワークショップ、車いすツアー、パネル展示等 

参加者 合計 61 名 

出席者 サポーター隊 3名、事務局 1名 

  
⑥⑥小小学学生生職職業業体体験験事事業業ワワララッッシシ 

 区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 12 月 9 日（日）・平成 31年 2月 3日（日） 

会 場 浪岡中央公民館・西部市民センター 

内 容 浪岡：アクティビティ体験・ワークショップ/青森：講座（車いすや高齢者疑似体験等） 

参加者 浪岡：70 名/青森：23 名 

出席者 サポーター隊 2名・3名、事務局 2名 

 
⑦⑦青青森森朝朝日日放放送送にによよるる天天気気フフィィララーー・・年年賀賀ススポポッットト  

一般住民の方々の介護職への興味を引き出すために青森朝日放送による天気予報番組と CM 枠を

活用した。期間：12 月～1月 
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（（５５））訪訪問問介介護護ササーービビスス提提供供責責任任者者研研修修事事業業  

サービス提供責任者に必要な知識の習得及び指導力の向上を図り、一層の専門性を高めることを目的

に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 八戸会場：平成 30 年 12 月 11 日（火） 

青森会場：平成 31 年 1月 18 日（金）  

会 場 八戸会場：八戸総合卸センター会館 1階 A 展示室 

青森会場：リンクステーションホール青森 4 階 中会議室 

内 容 講 義 「訪問介護サービスの制度理解と職業倫理について」 

講義演習 「訪問介護員への指導・教育」 

グループワーク 「困難事例検討会」 

 講 師 青森県立保健大学 健康科学部 看護学科 教授 福岡裕美子 氏 

青森県立保健大学 健康科学部 看護学科 助手 木村ゆかり 氏 

受講者 八戸会場；65 名、事務局 2名、青森会場；64 名、事務局 2名 

  
（（６６））新新採採用用介介護護職職員員人人材材育育成成・・定定着着支支援援事事業業（（メメンンタターー育育成成研研修修））のの実実施施  

  新人介護職員に対して仕事に関する指導のほか、人間関係などの悩み相談やキャリア全般について助

言等を行うメンターの養成とスキルアップすることを目的に実施した。 

区 分 項 目 

期 日 青森会場：平成 30 年 8月 1日（水） 

八戸会場：平成 30 年 10 月 19 日（金） 

会 場 青森会場：しあわせプラザ 3 階 大研修室 

八戸会場：友の会福祉会館 2 階 ホール 

内 容 ・「メンター」「メンティ」「メンタリング」の基本的理解 

・「選択理論」と「欲求段階」からの応用 

・自分自身をコントロールする 

・メンターの役割と実践例からの提案 

・ワークショップ形式による理解と認識から実践へ 

講 師 東京福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 講師 熊谷 大輔 氏 

受講者 128 名、事務局 2名 

  
１１９９  地地域域密密着着型型ササーービビスス外外部部評評価価事事業業のの実実施施  

   各認知症対応型共同生活介護事業所が提供する老人介護サービスの水準を「自己評価６８項目」

と「外部評価２０項目」に基づいて、実態を調査点検し、サイト「WAMNET」で公開した。また、訪

問調査を実施するにあたり、連絡会議等を開催した。 

（（１１））地地域域密密着着型型ササーービビスス外外部部評評価価特特別別委委員員会会及及びび審審査査委委員員会会のの開開催催  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 6月 5日（火）午後 1時 30 分から午後 2時 15 分まで 

会 場 県民福祉プラザ 3 階 講習室 

内 容 ①特別委員会委員長及び副委員長の選出について 

②地域密着型サービス外部評価状況報告について 

③地域密着型サービス外部評価結果に対しての意見交換 

出席者 6 名、事務局 3名 

  

（（２２））地地域域密密着着型型ササーービビスス外外部部評評価価事事業業評評価価調調査査員員連連絡絡会会議議のの開開催催  

区 分 期 日 会 場 

三沢会場 平成 30 年 6月 25 日（月） 三沢市総合社会福祉センター 2 階 多目的ホール 

青森会場 平成 30 年 6月 26 日（火） 県民福祉プラザ 4 階 大研修室 

内 容 報告及び事務連絡 
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 ①地域密着型サービス外部評価の状況報告について 

 ②調査員向けアンケートについて 

 ③外部評価実践状況の記入に関する留意点について 

 ④調査員との日程調整 

出席者 調査員 60 名、事務局 3名 

 

（（３３））外外部部評評価価のの実実施施  

  ①実施事業所数 

年年  度度  評評価価実実施施数数  訪訪問問調調査査実実施施済済  

17 年度 100 事業所 100 事業所 

18 年度 115 事業所 115 事業所 

19 年度 150 事業所 150 事業所 

20 年度 153 事業所 153 事業所 

21 年度 162 事業所 162 事業所 

22 年度 147 事業所 147 事業所 

23 年度 73 事業所 73 事業所 

24 年度 158 事業所 158 事業所 

25 年度 74 事業所 74 事業所 

26 年度 164 事業所 164 事業所 

27 年度 59 事業所 59 事業所 

28 年度 143 事業所 143 事業所 

29 年度 55 事業所 55 事業所 

30 年度 142 事業所 142 事業所 

  

 ②パンフレット及び受審証明書の配布 

・地域密着型サービス外部評価事業に関するパンフレット等を作成し、広報活動に努めた。 

・本協会の外部評価を受審した事業所に「受審証明書（ステッカー）」を配布した。 

 

  ③調査員数 83 名 

地 区 調査員数 

東青地区 19 名 

津軽地区 16 名 

八戸地区 6 名 

西北五地区 6 名 

上十三地区 22 名 

むつ下北地区 14 名 

 

２２００  認認知知症症介介護護実実践践研研修修等等養養成成研研修修事事業業のの実実施施  

    認知症高齢者に対する介護技術の向上を図るために、認知症介護の専門職員を養成し、より実践 

的な介護サービスの充実を図るための会議及び研修を実施した。 

（（１１））青青森森県県認認知知症症介介護護実実践践者者等等養養成成研研修修事事業業にに関関わわるる打打合合せせ会会議議  

第第１１回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 4月 17 日（火）午後１時から午後 3時まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4B 

内 容 報告事項 

  ①平成 29 年度認知症介護実践者等養成研修事業実施状況について 

  ②認知症介護指導者ネットワーク青森県支部平成 29 年度事業報告及び収支決算 

について 

協議事項 
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 平成 30 年度認知症介護実践者等養成研修事業について 

  ①認知症介護基礎研修について 

  ②認知症介護実践者研修について 

  ③認知症介護実践リーダー研修について 

  ④認知症対応型サービス事業管理者研修について 

  ⑤認知症対応型サービス事業開設者研修について 

出席者 指導者 20 名、県高齢福祉保険課 1名、事務局 3名 

  

  第第２２回回  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 3月 22 日（金）午後１時から午後 3時まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4B 

内 容 報告事項 

  平成 30 年度認知症介護実践者等養成研修事業実施状況について 

協議事項 

 平成 31 年度認知症介護実践者等養成研修事業について 

  ①認知症介護基礎研修について 

  ②認知症介護実践者研修について 

  ③認知症介護実践リーダー研修について 

  ④認知症対応型サービス事業管理者研修について 

  ⑤認知症対応型サービス事業開設者研修について 

その他 

  ①2019 年度認知症介護指導者養成研修受講者募集について 

②認知症介護指導者ネットワーク青森県支部平成 30 年度事業報告及び収支決算 

について 

  ③平成 30 年度認知症介護指導者ネットワーク世話人会の報告 

出席者 指導者 21 名、事務局 3名 

 

（（２２））認認知知症症介介護護指指導導者者フフォォロローーアアッッププ研研修修のの伝伝達達研研修修  

  第第１１回回  平平成成 2299 年年度度認認知知症症介介護護指指導導者者フフォォロローーアアッッププ研研修修のの伝伝達達研研修修  

区 分 項 目 

日 時 平成 30 年 4月 17 日（火）午前 10時 30 分から正午まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4B 

内 容 【報告】 

 ・認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム・日程概要 

・認知症介護実践者研修見直し案のポイント等 

・認知症介護実践リーダー研修の理解等 

     報告者 認知症介護指導者 小嶋 一史 氏 

出席者 指導者 19 名、事務局 3名 

  

第第２２回回  平平成成 3300 年年度度認認知知症症介介護護指指導導者者フフォォロローーアアッッププ研研修修のの伝伝達達研研修修  

区 分 項 目 

日 時 平成 31 年 3月 22 日（金）午前 11時 00 分から正午まで 

会 場 県民福祉プラザ 4 階 多目的室 4B 

内 容 【報告】 

 ・認知症介護指導者フォローアップ研修の目的とねらい 

・実践研修科目の振り返り 

・実践リーダー研修のポイント 

     報告者 認知症介護指導者 森山 玲香 氏 

出席者 指導者 20 名、事務局 3名 
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（（３３））平平成成 3300 年年度度認認知知症症介介護護実実践践研研修修（（実実践践者者研研修修））55 会会場場  

区 分 項 目 会場・修了者数 

第 1回 

青森会場 

①講義演習 平成 30 年 6月 19 日(火)から 23 日(土) 

②職場実習 平成 30 年 6月 25 日(月)から 7月 22 日(日)までの 4週間 

③報 告 会 平成 30 年 8月 30 日(木) 

県民福祉プラザ 

（修了者 80 名） 

第 2回 

弘前会場 

①講義演習 平成 30 年 7月 23 日(月)から 27 日(金) 

②職場実習 平成 30 年 7月 30 日(月)から 8月 26 日(日)までの 4週間 

③報 告 会 平成 30 年 10 月 4 日(木) 

藤崎町文化セン

ター他 

（修了者 76 名） 

第 3回 

八戸会場 

①講義演習 平成 30 年 8月 22 日(水)から 26 日(日) 

②職場実習 平成 30 年 8月 27 日(月)から 9月 23 日(日)までの 4週間 

③報 告 会 平成 30 年 10 月 30 日(火) 

八戸市総合福祉

会館 

（修了者 83 名） 

第 4回 

八戸会場 

①講義演習 平成 30 年 9月 3日(月)から 9月 7日(金) 

②職場実習 平成 30 年 9月 10 日(月)から 10 月 7日(日)までの 4週間 

③報 告 会 平成 30 年 11 月 16 日(金) 

八戸市総合福祉

会館 

（修了者 50 名） 

第 5回 

青森会場 

①講義演習 平成 30 年 10 月 17 日(水)から 10 月 21 日(日) 

②職場実習 平成 30年 10月 22日(月)から 11月 18日(日)までの 4週間 

③報 告 会 平成 30 年 12 月 19 日(水) 

県民福祉プラザ 

（修了者 62 名） 

内 容 ①認知症ケアの基本的視点と理念 

②認知症ケアの倫理 

③認知症の人の理解と対応 

④認知症の人の家族への支援方法 

⑤認知症の人の権利擁護 

⑥認知症の人の生活環境づくり 

⑦地域資源の理解とケアへの活用 

⑦認知症の人とのコミュニケーションの理解と方法 

⑧認知症の人への非薬物的介入 

⑨認知症の人への介護技術Ⅰ・Ⅱ 

⑩アセスメントとケアの実践の基本Ⅰ・Ⅱ 

⑪自施設実習の課題設定 

⑫職場実習：4週間 演習において設けた「実習課題」に沿った実習の展開 

⑬実習のまとめ：1日 実習課題の整理と自己評価 

講 師 県認知症介護指導者 土岐浩一郎氏／奥本統一氏／須藤郁子氏／秋田谷一氏 

成田和博氏／森忠義氏／齊藤公一氏／工藤美智子氏／高原弘美氏／成田和代氏 

黒瀧愛未氏／竹ノ子和男氏／西城港氏／森山玲香氏／池田哲人氏／和島まゆみ氏／ 

小嶋一史氏／矢神泰庸氏／宮川久美子氏／沼田隆之氏／外井加奈子氏 

修了者 351 名 

  

（（４４））認認知知症症介介護護実実践践研研修修（（実実践践リリーーダダーー研研修修））のの実実施施  

    施設・事業所において、ケアチームを効果的・効率的に機能させる能力を有した指導者を養成するこ 

とを目的に実施した。  

①期日及び会場 

期 日 会場・実習先 

講義・演習（9日間） 

平成 30 年 9月 10 日(月)から 12 日(水)までの 3日間 

平成 30 年 9月 20 日(木)から 22 日(土)までの 3日間 

平成 30 年 9月 25 日(火)から 27 日(木) までの 3日間 

 

県民福祉プラザ  

4 階 大中研修室 

職場実習（4週間） 

平成 30 年 10 月 1 日(月)から 10 月 28 日(日)までの 4週間 各受講者の所属施設 

実習のまとめ（全体報告会）2日間 

平成 30 年 12 月 13 日(木)・14 日(金) 

県民福祉プラザ 

4 階 大中研修室他 
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②修了者：48 名 

 

③講義・内容 

内 容 講師等 

認知症介護実践リーダー研修の理解 青森県認知症介護指導者／高原 弘美 氏 

認知症の専門的理解 青森県認知症介護指導者／高原 弘美 氏 

認知症ケアに関する施策の動向と地域展開 青森県認知症介護指導者／秋田谷 一 氏 

認知症介護実践リーダーの役割 青森県認知症介護指導者／工藤のり子 氏 

チームにおけるケア理念の構築方法 青森県認知症介護指導者／工藤のり子 氏 

実践者へのストレスマネジメントの理論と方法 青森県認知症介護指導者／宮川久美子 氏 

チームケアのためのケースカンファレンスの技法と実践 青森県認知症介護指導者／外井加奈子 氏 

認知症ケアにおけるチームアプローチの基本と実践 青森県認知症介護指導者／齊藤 公一 氏 

職場内教育（OJT）の方法の理解と実践Ⅰ（運用法） 青森県認知症介護指導者／齊藤 公一 氏 

職場内教育（OJT）の方法の理解と実践Ⅱ（技法） 青森県認知症介護指導者／西城 港  氏 

認知症ケアの指導の基本的視点 青森県認知症介護指導者／外井加奈子 氏 

認知症ケアに関する倫理の指導 青森県認知症介護指導者／外井加奈子 氏 

認知症の人への介護技術指導（食事・入浴・排泄等） 青森県認知症介護指導者／西城 港  氏 

認知症の人の行動・心理症状（BPSD）への介護技術指導 青森県認知症介護指導者／宮川久美子 氏 

認知症の人の権利擁護の指導 青森県認知症介護指導者／外井加奈子 氏 

認知症の人の家族支援方法の指導 青森県認知症介護指導者／高原 弘美 氏 

認知症の人へのアセスメントとケアの実践に関する指導 青森県認知症介護指導者／西城 港  氏 

自施設実習の課題設定 青森県認知症介護指導者／齊藤 公一 氏 

 

④職場実習（4週間） 

内 容 会 場 

認知症ケアの能力の評価、課題の抽出、指導目標

の設定や指導計画を作成し、認知症ケアに関する

指導方法を理解する。 

各受講者の所属施設 

 

⑤実習のまとめ（2日間） 

内 容 講師等 

自施設実習を通じて、認知症ケアの指導方法の課

題やあり方について客観的・論理的に考察・報告

し、実践リーダーとしての指導の方向性を明確に

すること。 

青森県認知症介護指導者 

  

（（５５））認認知知症症対対応応型型ササーービビスス事事業業開開設設者者研研修修のの実実施施  

    認知症高齢者及びその介護に関する実践的な知識・技術及び事業所におけるサービス提供のあり方に

関する研修を実施し、各事業所における提供サービスの質的向上を図ることを目的に実施した。 

区 分 項 目 

期 日 講義・演習（2日）平成 30 年 6月 19 日(火)・20 日(水)  

現場体験（1日） 平成 30 年 6 月 21 日(木)から 6月 30 日（土）の間の 1日 

会 場 県民福祉プラザ 4階 大中研修室／多目的室 4B   県認知症介護指導者の施設 

内 容 1 講義・演習 

①認知症ケアの基本的視点と理念 

②認知症ケアの倫理 

③認知症の人の理解と対応 

④認知症の人の家族への支援方法 

⑤認知症の人の権利擁護 

⑥地域密着型サービスの取り組みについて 
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⑦現場体験についての説明 

2 現場体験 

利用者の立場から各事業所におけるケアを体験する。 

講 師 青森県認知症介護指導者 齊藤 公一 氏／高原 弘美 氏／外井 加奈子 氏 

社会福祉法人同伸会理事長 特別養護老人ホーム瑞光園施設長 岩渕 惣二 氏 

修了者 8 名 

  

（（６６））認認知知症症対対応応型型ササーービビスス事事業業管管理理者者研研修修のの実実施施  

    指定認知症対応型通所介護事業所、指定認知症対応型共同生活介護事業所、指定小規模多機能型居宅

介護事業所並びに指定看護小規模多機能型居宅介護事業所を管理・運営する者が必要とする知識及び技

術の修得を目的に実施した。  

区 分 項 目 

期 日 【第 1回】平成 30 年 10 月 22 日(月)・23 日(火) 

【第 2回】平成 30 年 11 月 8 日(木)・9日(金) 

会 場 【第 1回】県民福祉プラザ 4 階 大研修室 

【第 2回】県民福祉プラザ 4 階 大研修室 

内 容 講義・演習 

①地域密着型サービスの基準について 

②介護従事者に対する労務管理について 

③介護事業所における防災についての理解 

④地域密着型サービスの取り組みについて 

⑤適切なサービス提供のあり方について 

⑥介護事業所におけるリスクマネジメント 

講 師 青森市福祉部介護保険課主幹 成田 忍 氏 

サカキ経営労務センター所長 榊 清蔵 氏 

青森地域広域事務組合 消防本部予防課 主幹 工藤 弘樹 氏 

社会福祉法人同伸会理事長 特別養護老人ホーム瑞光園 施設長 岩渕 惣二 氏 

青森県認知症介護指導者 成田和博氏／成田和代氏／森山玲香氏／小嶋一史氏 

修了者 【第 1回】47 名 

【第 2回】41 名 

  

（（７７））小小規規模模多多機機能能型型ササーービビスス等等計計画画作作成成担担当当者者研研修修  

    指定小規模多機能型居宅介護事業所の計画作成担当者となる者が、利用登録者に関する居宅介護支援

計画を適切に作成する上で必要な知識・技術の修得を目的に実施した。  

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 11 月 28 日(水)・29 日(木)  

会 場 県民福祉プラザ 4 階 大研修室 

内 容 講義・演習 

①総論・小規模多機能ケアの視点  

②ケアマネジメント論       

③地域生活支援          

④チームケア           

⑤ライフサポートプランの実際   

講師等 講師 小規模多機能部会部会長 佐藤史氏／副部会長 竹ノ子和男氏 

部会員 今 千秋 氏 

ファシリテーター 

   小規模多機能部会部会員 蝦名千恵子氏／沼山さよ氏 

修了者 30 名 

  
  
（（８８））認認知知症症介介護護基基礎礎研研修修のの実実施施  

− 42 −



39 
 

   認知症ケアの現場で実際にケアに携わる初任者や介護関係の資格を取得する前のスタッフに対し、そ

の業務を遂行するうえで最低限の知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につけ、チームアプロー

チに参画する一員として基本的なサービス提供を行うことができることを目的に実施した。 
区 分 期 日 会 場 

青森会場 平成 30 年 6月 15 日(金) 県民福祉プラザ 4 階 大中研修室 

藤崎会場 平成 30 年 6月 26 日（火） 藤崎町文化センター 3階 多目的ホール 

八戸会場 平成 30 年 7月 13 日（金） 八戸市総合福祉会館 2階 多目的ホール 

内 容 講義・演習 

Ⅰ研修の目的と目標 

①認知症の人を取り巻く現状 

Ⅱ認知症の人の理解と対応の基本 

①認知症の定義と原因疾患 

②認知症の中核症状と行動・心理症状の理解 

③認知症ケアにおいて基礎となる理念や考え方 

④認知症ケアの基礎技術 

Ⅲ認知症ケアの実践上の留意点 

 ①認知症の人とのコミュニケーション 

 ②行動の背景を理解したケアの工夫 

 ③自事業所の状況や自身のこれまでのケアの振り返り 

講 師 青森県認知症介護指導者 宮川久美子氏／外井加奈子氏／須藤郁子氏／黒滝愛未氏 

小嶋一史氏／竹ノ子和男氏／矢神泰庸氏 

修了者 298 名（青森会場 89 名、藤崎会場 104 名、八戸会場 105 名） 

  
  
  
【【収収益益事事業業等等－－そそのの他他のの事事業業】】  

事事業業番番号号  事事業業のの内内容容  
他他 11  功功労労者者表表彰彰事事業業  

  
１１  青青森森県県老老人人福福祉祉協協会会表表彰彰  

老人福祉施設及び事業所に在職 15 年以上の顕著な業績をあげた者 116 名、本協会役職員とし

て在籍 10 年以上の功労者 4 名、本協会に特別貢献された者 3 名に対し、青森県老人福祉施設大

会において表彰された。  

  
  
  

事事業業番番号号  事事業業のの内内容容  
他他 22  老老人人福福祉祉事事業業のの運運営営にに関関すするる調調査査・・研研究究及及びび研研修修事事業業  

  

１１  青青森森県県老老人人福福祉祉施施設設大大会会  

職場環境や人間関係を重視し、人として生きることを支援するや認知症ケアのプロとしての姿勢を学

び、職員の定着につなげることを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 7月 19 日（木）・20 日（金） 

会 場 ホテル青森 3 階 孔雀の間 

内 容 【大会式典】 

 主催者挨拶 公益社団法人青森県老人福祉協会 会長 齊藤 淳 

 表彰式   永年勤続者表彰（15 年以上） 

       功労者表彰（本協会役職員在職 10 年以上） 

特別表彰 
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 来賓祝辞  青森県知事 三村 申吾 氏(代理：高齢福祉保険課 課長 福士 聡 氏) 

       青森県医師会 会長 齊藤 勝 氏 

       青森県社会福祉協議会 会長 前田 保 氏 

来賓紹介  公益社団法人全国老人福祉施設協議会 常任理事・統括幹事 太田 二郎 氏 

 

【中央情勢報告】講師 公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

常任理事・統括幹事 太田 二郎 氏 

【実践発表】 

  テーマ「見心園創立 30 年目の挑戦」 

      特別養護老人ホーム見心園 園長代理 坂本 淑子 氏 

  テーマ「Motomachi カフェ 活動報告」 

      社会福祉法人緑風会 グループホーム太陽の家 管理者 葛西 武佳子 氏 

                緑風会居宅支援事業所  介護職 工藤 純輝 氏 

  テーマ「誰でもできる『抱え上げゼロを目指して』」 

      特別養護老人ホーム正寿園 介護職 大澤 和也 氏 

                   機能訓練指導員 丸山 拓郎 氏 

【講演 1】「モデル×介護～私が介護を選ぶわけ～」 

       講 師 介護福祉士 モデル 上条 百里奈 氏 

【講演 2】「笑う門にはいい介護」 

       講師 有限会社ドリームシステム 介護事業統括部長 中村 学 氏 

【介護機器の紹介】 

①ケアコラボ株式会社「ケアコラボ」(ケア記録システム) 

      営業部 岡部 拓哉 氏 

②モリタ宮田工業株式会社「rakunie ラクニエ」(腰部サポートウェア) 

         ㈱モリタホールディングス 技術研究所 近藤 晃一 氏 

参加者 206 名 

  

２２  社社会会福福祉祉法法人人向向けけセセミミナナーー（（年年 22 回回））  

    社会福祉法人の組織の強化及び介護報酬改定の各サービスの報酬・基準の見直しを向け、今後の

施設経営とその課題について学ぶ場として開催した。 

 第第１１回回  
区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 12 月 11 日（火） 

会 場 ホテル青森 4 階 錦鶏の間 

内 容 【基調報告】 

「老施協ビジョン２０３５の使命」 

講師 公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

 理事・経営戦略副室長 今 裕司 氏 

参加者 76 名、事務局 4名 

  
  第第２２回回  

区 分 項 目 

期 日 平成 31 年 3月 13 日（水） 

会 場 ホテル青森 4 階 錦鶏の間 

内 容 講義 1「法人監査」 

講師 公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

総務・組織委員会 社会福祉法人改革対策本部長 本永 史郎 氏 

講義 2「リスクマネジメント」 

講師 宮澤潤法律事務所 弁護士 長野 佑紀 氏    

参加者 66 名、事務局 4名 
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３３  若若手手リリーーダダーーセセミミナナーー  

21 世紀委員会が中心となり、次世代を担う若手経営者等を対象に、先駆的な取り組み等いろいろな

分野について研鑽を積むとともに、人材確保に向けた取組について知恵を出し合い、安心して介護がで

きる体制を整え、他施設と交流し、相互の連携を図ることを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 31 年 2月 22 日（水） 

会 場 ラ・プラス青い森 4 階 ラ・メール他 

内 容 講演「東日本大震災復興までのプロセス」 

      講師 福島情報機器株式会社 代表取締役社長 坂田 敦志 氏 

講演「災害時における避難の留意点について」 

      講師 弘前医療福祉大学 短期大学部 救急救命科 

          講師 中川 貴仁 氏（救急救命士） 

参加者 32 名、事務局 3名 

  
４４  平平成成 3300 年年度度東東北北ブブロロッックク老老人人福福祉祉施施設設大大会会  

地域包括ケアシステムを推進するため多職種連携を図りつつ、地域の中で高齢者が安心して暮らせる

地域社会を目指すことを目的に開催した。 

区 分 項 目 

期 日 平成 30 年 5月 17 日（木）・18 日（金） 

会 場 ホテル青森 3 階 孔雀の間 

内 容 【開会式典】 

 開会挨拶  公益社団法人青森県老人福祉協会 会長 齊藤 淳 

主催者挨拶 東北ブロック老人福祉施設協議会 会長 渡辺 均 

 来賓祝辞  青森県 知事 三村 申吾 様 

       青森市 市長 小野寺 晃彦 様 

       青森県社会福祉協議会 会長 前田 保 様 

主催者紹介 各県・市老人福祉施設協議会会長 

 

【東北ブロック老人福祉施設協議会 総会】 

第１号議案 平成 29 年度東北ブロック老人福祉施設協議会事業報告及び収支決算 

について 

 第２号議案 平成 30 年度東北ブロック老人福祉施設協議会事業計画（案）及び 

       収支予算（案）について 

 第３号議案 欠員に伴う理事の選任について 

 その他 

 

【記念講演】 

 「これからの介護業界」 

   講師 マッキンゼー・アント・カンパニー日本支社 

       シニア・クライアントアドバイザー 武内 和久 氏 

       （元厚生労働省 福祉人材確保対策室 室長） 

【基調報告】 

「これからの老人福祉施設への期待」 

   公益社団法人全日老人福祉施設協議会 常任理事・統括幹事 瀬戸 雅嗣 氏 

【閉 会】 

 次期開催県挨拶 宮城県老人福祉施設協議会 会長 黒田 清 

 閉会挨拶    公益社団法人青森県老人福祉協会 副会長 三上 貴生  

参加者 252 名 
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事事業業番番号号  事事業業のの内内容容  
他他 33  地地区区老老人人福福祉祉協協会会助助成成事事業業  

    

１１  助助成成事事業業  

県内の６地区老人福祉協会の事務費として助成金を交付した。 
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